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はじめに 

 

このたびは ＡＲ６０００ をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。 

 

ＡＲ６０００ は、９ｋＨｚ から６ＧＨｚ までの周波数を様々な復調モードで連続して受信できる高性能な受信機です。 

 

本機は、下記に示すような多くの優れた特徴を持っています。 

 

 

１） デジタル信号処理 

４５．０５ＭＨｚ のＩＦ 以降の入力信号はすぐにＡ／Ｄ 変換され、デジタル信号処理プロセッサによって信号処理さ

れます。アナログ処理部にＡＧＣ はなく、ＡＧＣ を含めてすべての処理はデジタル信号処理により行われます。 

 

２） 高性能なアナログ・フロントエンド 

コンピュータ・シミュレーションによって精密に設計された高性能な分布定数フィルタにより、高性能なアナログ信号

処理が行われます。  

 

３） ＤＤＳ 仕様の局部発振器 

従来のＰＬＬ 方式ではなく、すべてＤＤＳ により第１ ローカル周波数を作り出しています。そのため、高速な周波数

の切り替えが可能です。  

 

４） ＩＦ 出力 

帯域１５ＭＨｚ の広帯域４５．０５ＭＨｚ のＩＦ 信号が出力されています。これを使って、電波解析などのフロント

エンドとして使えます。また、オプションのＩＱボードを使用することにより、ＵＳＢ２．０ インターフェース・デジ

タルＩ／Ｑ 出力が得られます。内部のデジタルＩ／Ｑ 信号を、そのままパソコンなどに取り込むことができます。 

 

５） 高精度周波数リファレンス 

オプションのＧＰＳ受信機からの信号により、内部の１０ＭＨｚ リファレンスにロックを掛けることができます。それ

により、高い周波数精度が得られます。 

 

６） ＦＦＴ アナライザ 

本体内部に高速ＦＦＴ プロセッサが入っているので、１０ＭＨｚ 帯域内のスペクトルを高速に取り出すことができま

す。 

 

７） ビデオ復調 

ＦＭ 変調のサーベーランス・カメラの映像や、アナログ・テレビ放送波の復調が可能です。テレビ・モニターを接続す

ると、復調した映像を確認することができます。なお、デジタル・テレビ放送波には対応していません。 

 

８） ＨＦ と２５ＭＨｚ 以上の同時受信機能 

２５ＭＨｚ 未満のＨＦ 信号と、２５ＭＨｚ 以上の信号を同時に受信することが可能です。 

さらに、２５ＭＨｚ 以上の信号は、同調周波数に対して± ５ＭＨｚ の範囲の信号を同時に受信することが可能です。 

最大３波を同時に受信することが可能です。 

 

９） ＳＤ カード 

ＳＤ カードを装着することにより、音声データを大量に保存することが可能です。 
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１０） １２ｋＨｚ のＩ／Ｑ 出力 

パソコンのサウンド・カードに接続して受信するタイプのＳＤＲ 受信機のために、１２ｋＨｚ のＩＦ 出力を出すこと

ができます。 

 

１１） ＡＰＣＯ Ｐ－２５ 規格のデジタル音声を受信 

オプションのＡＰＣＯボードを装着することにより、ＡＰＣＯ Ｐ－２５ 規格のデジタル音声を復調することが可能で

す。 

 

１２） ＨＦ ダイレクト・サンプリング 

ＨＦ の信号を受信する際は、ミキサーは入らずに直接Ａ／Ｄ 変換されます。したがって、直線性の良い受信が可能に

なります。 

 

なお、本機をご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、本機の多彩な機能をご理解いただいたうえでご

使用ください。また、お読みになられた後も、保証書と合わせて大切に保管していただき、操作がわからないときなどに

活用してください。  

 

ＡＲ６０００ が、お客様のよきパートナーとなり長きにわたりご愛用いただけますよう心からお祈り申し上げます。  

 

 

株式会社エーオーアール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本における地上デジタルテレビ放送への移行について 

 

本製品は地上デジタルテレビ放送には対応していないため、その放送内容（映像、音声、

データなど）を復調できません。 

 

日本における地上アナログテレビ放送は２０１１年７月２４日に終了し、地上デジタルテ

レビ放送に完全に移行し、アナログ・テレビ放送波は完全停波しました。 

（一部の地域（アナログ放送終了リハーサル対象地域）では、先行して２０１０年７月に

完全停波しています。） 
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安全上のご注意 ご使用の前に必ずお読みください。 

 

この「安全上のご注意」は、お使いになる方や他の方への危害、財産の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただく

ための内容を記載しています。ご使用の際は、必ず記載事項をお守りください。 

 

 

表示の説明 

注意事項は危害や損害の程度により次の表示をしています。 

危険 誤った取り扱いをされた場合、死亡または重傷を負う危険が切迫して生

じることが想定される内容です。 

警告 誤った取り扱いをされた場合、死亡または重傷を負う可能性が切迫して

生じることが想定される内容です。 

注意 誤った取り扱いをされた場合、傷害を負う可能性または物的損害のみが

発生する可能性が想定される内容です。 

 

 

図記号の説明 

 

禁止（してはいけないこと）を示します。 

 

分解してはいけないことを示す記号の例です。 

 

強制（必ず実行していただくこと）を示します。 

 

電源プラグをコンセントから抜くことを示す記号の例です。 

 

 

通信の秘密 

電波法第 59条で「特定の相手方に対して行われる無線通信を傍受してその存在を若しくは

内容を漏らし、またこれを窃用してはならない」と通信の秘密に関して定められています。

お客様が受信した通信の内容は、電波法上、内容または存在を第三者に漏らしたり、そのこ

とによる行動を起こしたりすることが禁止されています。 
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ＡＲ６０００本体の取り扱いについて 

 

 

 

警 告 

● 分解・改造はしないでください。 

発熱・発火・破損の原因となります。修理等は販売店または当社窓口にご相談ください。（分解・改

造をされると期間内でも保証適用外となります） 

 

● 航空機内などの使用を禁止された場所では電源を切ってください。 

他の電子機器に影響を及ぼすことがあります。 

 

● 引火・爆発の恐れがある場所では使用しないでください。 

引火性ガスなどが発生する場所で使用すると、発火の原因となることがあります。 

 

● 雷鳴が聞こえた場合はただちに使用を中断してください。 

落雷・感電の原因となります。雷鳴が聞こえた場合はご使用を中止し、外部アンテナを設置してい

る場合は、アンテナ端子も外してください。 

 

● 煙が出る、異臭がするなどの異常がある場合は、ただちに電源プラグを外して、

弊社サービス課または販売店に問い合わせをしてください。 

 

 

注  意 

● 濡らさないでください。 

水などの液体が入ると、発熱・感電・故障の原因となります。 

 

● 乳幼児の手の届く場所には置かないでください。 

ケガなどの原因となります。 

 

● 強い衝撃を与えないでください。 

故障・破損の原因となります。 

 

● 湿気・直射日光などは避けてください。 

故障・発熱・発火の原因となりますので、次のような場所などで使用したり、放置したりしないで

ください。 

・ 湿気やホコリの多いところ 

・ 直射日光の当たる場所 

・ 高温になる場所や極端な低温環境下 

 

● シンナーやベンジンなどは使用しないでください。 

ケースが変質したり、塗装がはげる原因になります。 

本機を清掃するときは、柔らかいきれいな布で拭いてください。 

汚れのひどいときは水で薄めた中性洗剤を少し含ませ、かたくしぼってから拭いてください。 
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自動車などへ搭載された場合について 

危   険 

● 車内では運転の妨げにならないように、しっかりと固定しましょう。 

取付けが不安定なままだと運転の妨げになったりして思わぬ事故の原因となることがあ

ります。  

● 運転中の操作はやめましょう。 

運転中の操作は大変に危険ですのでやめましょう。 

操作時は、自動車を安全な場所に停止させてから行ってください。  

 

警   告 

● 過大音量に注意しましょう。 

音量を大きくし過ぎるとクラクションや警報機の音が聞こえにくくなり、大変に危険で

す。音量は適切に調整しましょう。  

● ヘッドホンは使用しないでください。 

運転中はヘッドホンの使用はやめましょう。 
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付属品について 

 

1.  ＡＲ６０００本体……1 台 

  

2. ＡＣアダプタ……1 台 

  

 

3. 取扱説明書(本書) ……1 冊 

  

4. サンプル CD……1 枚 

 

 

 

 

取扱説明書(PDF 版）  

操作チャート(PDF 版) 

コマンド説明書(PDF 版) 

USB ドライバ ソフトウェア 

コントロール ソフトウェア 

など 

5. 保証書 1 枚 

 

 

  

6. ユーザー登録はがき 1 枚 
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1. ご使用のまえに 

 

1.1. 電源の接続   

ＡＲ６０００はＤＣ１２Ｖの直流電源で動作します。付属の専用ＡＣアダプタを接続してください。 

直流安定化電源装置を使用する場合はＤＣ１０．７Ｖ～１６Ｖ ２０００ｍＡ以上の電源が必要です。 

 

 

 

1.2. アンテナの接続  

ＡＲ６０００には 背面にアンテナ１（ＡＮＴ１ Ｎ型コネクタ ５０Ω）、アンテナ２（ＡＮＴ２／ＨＦ  Ｎ型コネクタ  

５０Ω） の二つのアンテナ端子があります。 

これらのアンテナ端子は２５ＭＨｚ未満を受信する場合、２５ＭＨｚ以上～３１５０ＭＨｚ以下を受信する場合、３１５

０ＭＨｚを超えて～６０００ＭＨｚまでを受信する場合、２波同時受信（２５ＭＨｚ未満のＨＦ信号と２５ＭＨｚ 以上の

信号を同時受信する場合）の場合で次のような制限があります。 

 

アンテナ端子  ２５ＭＨｚ未満 ２５～ 

３１５０ＭＨｚ 

３１５０超～ 

６０００ＭＨｚ 

２波同時受信時（ＨＦ＋Ｖ・ＵＨＦ） 

アンテナ１ 使用不可 使用可 使用可 ２５ＭＨｚ以上を受信 

アンテナ２ 使用可 使用可 使用不可 ２５ＭＨｚ未満を受信 

 

受信する周波数に応じてアンテナを接続してください。 

アンテナ３，４はオプションのアンテナ切替器（周波数範囲３１５０ＭＨｚまで）を使用した時のアンテナ端子番号です。  

３１５０ＭＨｚを超える周波数では、アンテナ３，４を使用できません。アンテナ１のみ使用できます。 

オプションを使用していない場合は、アンテナ３，４はアンテナ１と同じになります。  

 

 

 

ＡＲ－ＩＱ－II ソフトウェア使用時などＩ／Ｑ出力使用時やアナログＩＦ出力使用時は、２５ＭＨｚ未満の受信にはアン

テナ１のみ使用可能です。 

ＡＲ－ＩＱ－II ソフトウェアの使用・Ｉ／Ｑ出力使用には、オプションのＩＱボードが必要です。 

 

アンテナ端子  ２５ＭＨｚ未満 ２５～ 

３１５０ＭＨｚ 

３１５０超～ 

６０００ＭＨｚ 

アンテナ１ 使用可 使用可 使用可 

アンテナ２ 使用不可 使用可 使用不可 

 

この場合では、オプションのアンテナ切替器（周波数範囲３１５０ＭＨｚまで）を使用した時は、２５ＭＨｚ未満の受信

にアンテナ３，４も使用可能です。 

 

 

アンテナ切り替え器をお使いの場合は、アンテナ切り替え器の周波数上限（３１５０ＭＨｚ）にご注意ください。 
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2. フロントパネル／リアパネルとコネクタなどの配置  

 

2.1. フロントパネル 

 

 

 
 

図 1 フロントパネル 

 

 

① 電源キー 
電源のＯＮ／ＯＦＦを行います。 外部電源をはずすときは、必ず本体の電源キーによ

りセットの電源を切ってからはずしてください。 

② Ｓメーター 

受信信号の強さを表します。 

ＳメータやＬＣＤの受信信号強度の表示はアンテナ端子の電圧値です。アッテネータ

やプリアンプを入れても値は変化しません。 

③ ＬＣＤ  周波数の表示や各種の表示を行います。 

④ ＦＵＮＣキー 各種キー及びダイヤルをファンクションモードにします。 

⑤ ヘッドフォン端子 

Φ３．５ステレオジャック  

ヘッドフォン、イヤホンに使用します。 

FM ステレオをお聴きの際はこちらをご利用ください。 

デュアルバンド受信では、メイン周波数(右)とサブ周波数(左)の音声を右左に振り分

けて出力します。（ＷＦＭ、ＦＭＳＴ等のＩＦ帯域幅１００ｋＨｚ以上を除く） 

① ② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 
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⑥ アクセサリー端子１ 

 

１ 

電源端子ＤＣ１２Ｖ（電流制限回路なし） 

使用している電源電圧により変化します。 

オプション GP5001 用電源出力です、ショートにご注意下さい。 

２ 

検波出力 

ＮＦＭモードでのＦＭ検波器出力（オーディオフィルタ処理通過前の信

号）です。 受信モードが NFM の時のみ出力されます。 

０．７８Ｖ ｐ－ｐＥＭＦ １０ｋΩ（＊測定条件 ＮＦＭ デビエーション 

３ｋＨｚ オーディオ１ｋＨｚの時） 

３ 

ＭＵＴＥ入力（接点） 

この端子とグラウンドをショートしますと、本機の音声出力が消えます。 

この機能では高周波回路は保護されませんので、送信機をご使用の際には

ご注意ください。 

４、５ 

コントロール１、２ 

ビジーの（スケルチが開いている）時に コントロール１，２端子の間が

閉じます。無極性のフォトＭＯＳリレーを使用しています。 

（最大３５０ｍＡ オン抵抗２Ω以下 負荷電圧４０V） 

６ ＧＰＳ１秒パルス入力 

７ 
オーディオ出力Ｌｏｗ（２．５ｍＶ ６００Ω） 

ＡＦ ＧＡＩＮツマミには影響されません。 

８ グラウンド 
 

⑦ ＡＦ ＧＡＩＮツマミ 音量を変えます。 

⑧ ＳＤカードスロット 

標準サイズＳＤカード・コネクタ 

受信した音声、メモリチャンネルやサーチバンクなどの内容を記録できます。 

ＳＤカードの表面を上側にロックするまで差し込んでください。取り出す場合は、Ｓ

Ｄカードを軽く押し、少し出てきたら引き抜いてください。 

⑨ スケルチツマミ 受信信号がないときの雑音を消すレベルスケルチの設定値を変えます。 

⑩ 操作キー・テンキー 各種設定・操作をするテンキー群です。 

⑪ メインダイヤル 周波数を動かしたり、チャンネルを変えたりします。 

⑫ サブダイヤル  
サブダイヤルはＶＦＯの時は、ほぼメインダイヤルと同じように使用します。サーチ、

スキャン時にはバンクを切り替えます。各種設定時には設定内容の選択を行います。 

⑬ サブキー 各種設定・操作をするサブキー群です。 

 

 

５ 

２ 

４ 

１ 

３ 

８ 

７ 

６ 
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2.2. リアパネル 

 

 
 

図 2 リアパネル 

 

① アンテナ１ 

Ｎ型コネクタ（５０Ω） 

アンテナを接続します。２５ＭＨｚ以上の周波数を受信する場合に、こちらのアンテ

ナ入力を使用できます。 (注：ＡＲ－ＩＱ－II 使用時などＩ／Ｑ出力やアナログＩＦ

出力には９ｋHｚ～６GHｚの周波数で使用できます。) 

② アンテナ２／ＨＦ 

Ｎ型コネクタ（５０Ω） 

アンテナを接続します。９ｋHｚ～３．１５GHｚの周波数を受信する場合に使用でき

ます。 (注：ＡＲ－ＩＱ－II 使用時など I／Q 出力やアナログＩＦ出力には２５ＭＨ

ｚ未満の周波数では使用できません。) 

③ アクセサリー端子２ 

 

１ 電源１２Ｖ （最大５０ｍＡ） 

２ ＮＣ（無接続） 

３ ＮＣ（無接続） 

４ ＮＣ（無接続） 

５ ＡＮＴ ＳＷ Ａ 

６ ＡＮＴ ＳＷ Ｂ 

７ ＮＣ（無接続） 

８ グラウンド 
 

７ 

８ 

４ 

５ 

２ 

６ 

３ 

１ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

⑧ ⑨⑩ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑪ 
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④ ビデオ出力 
ＲＣＡコネクタ（７５Ω １Ｖｐ－ｐ） 

復調した映像信号の出力用です。 

⑤ 外部クロック入力 

ＳＭＡ型コネクタ（５０Ω） 

外部基準クロック入力１０ＭＨｚ（２ｄＢｍ±２ｄＢ）の外部クロックを入力します。

有効な１０ＭＨｚが入力されると自動的に外部入力に切り替わります。 

⑥ ケーブルクランプ 

電源ケーブルをケーブルクランプに通しておくと、電源ケーブルを引っ張ったときの

力は ケーブルクランプが受けるので、電源ケーブルが電源端子から抜けるのを防ぎま

す。 

⑦ 電源スイッチ ＡＲ６０００の主電源スイッチです。 

⑧ ＩＦ出力 

ＢＮＣコネクタ（５０Ω） 

４５．０５ＭＨｚのＩＦ出力用端子です。 

（出力レベルはアンテナ入力に対し ＋１０ｄＢｍ） 

⑨ スピーカー出力 
Φ３．５モノラルジャック（８Ω負荷時 最大 1.5Ｗ） 

復調音の外部スピーカー出力用端子です。 

⑩ ライン出力 

Φ３．５ステレオジャック（６００Ω －１０ｄＢｍ）  

ＬＩＮＥ出力用端子です。切り替えで１２ｋＨｚＩ／Ｑ出力になります。 

デュアルバンド受信では、メイン周波数(右)とサブ周波数(左)の音声を右左に振り分

けて出力します。（ＷＦＭ、ＦＭＳＴ等のＩＦ帯域幅１００ｋＨｚ以上を除く） 

⑪ ＡＵＸ２ 
オプションのＩＱボードを組み込んだ場合 ミニＤＩＮ８ピン  

（標準はコネクタがありません。） 

⑫ Ｉ／Ｑ出力 
オプションのＩＱボードを組み込んだ場合 ＵＳＢ ＴｙｐｅＢコネクタ 

Ｉ／Ｑデータをパソコンに出力することができます。（標準はコネクタがありません） 

⑬ ＡＵＸ１ 
Ｄ－ＳＵＢ９ピン オス 

将来的に機能を拡張する場合に使います。 

⑭ ＵＳＢ端子 
ＵＳＢ ＴｙｐｅＢコネクタ 

パソコンを接続して本機を制御できます。 

⑮ 電源入力端子 電源（１２Ｖ／２Ａ）を供給します。 
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2.3. 操作キー・テンキーおよびサブキー 

 

 
図 3 テンキー 

 

ＡＲ６０００を操作するのに必要な操作キーで周波数を直接入力するテンキーです。それぞれのキーには各種設定があり

ますので注意して操作してください。 

また、キーによっては“押す”と １秒以上押し続ける“長押し”、および、  を使ったファンクションモードの“押す”

と １秒以上押し続ける“長押し”操作があります。 

 

 

 

2.3.1. ノーマル操作 

 

ノーマル操作は、  キーを使わないそれぞれのキートップに記載された動作です。 

キーによっては“押す”と“長押し”の操作のある場合があります。 

 

 

ファンクションキー 

 

 
押す ファンクションモードに移行します。 

 

長押し スペクトラム表示画面に移行します。 
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操作キー・テンキー 

 

 

押す 
サーチモードに移行してサーチ動作を開始します。 

※ サーチバンクが登録されていないとビープ音が鳴ります。 

長押し 
サイバーサーチモードに移行してサイバーサーチ動作を開始します。 

※ サーチバンドが登録されていないとビープ音が鳴ります。 

 

押す 

メモリチャンネル読み出しモードに移行してメモリチャンネルの受信を開始します。 

メモリチャンネル読み出しモードの状態でこのキーを“押す”とスキャンモードに移行し

てスキャン動作を開始します。 

※ メモリチャンネルが登録されていないビープ音が鳴ります。 

長押し 長押し動作はありません。“押す”と同じ動作です。 

 

押す プライオリティ動作を ON/OFF させます。 

長押し 長押し動作はありません。“押す”と同じ動作です。 

 

押す VFO モードに移行、あるいは、押すたびに VFO-A から VFO-E までを順次切り替えます。 

長押し ＶＦＯサーチモードに移行してＶＦＯサーチを開始します。 

 

押す 周波数直接入力などの数字“１”の入力をします。 

長押し スペクトラム表示時 スペクトラムの平均表示に切替えます。 

 

押す 周波数直接入力などの数字“２”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“３”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“４”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“５”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“６”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“７”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“８”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“９”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“０”の入力をします。 

長押し 動作無し 

 

押す 周波数直接入力などの数字“．”の入力をします。 

長押し 長押し動作はありません。“押す”と同じ動作です。 
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押す 

周波数に入力時ｋＨｚで決定をする場合に使用します。 

単独入力の場合はＳＤカードのチェック動作をします。 

 ＳＤカード 挿入時 録音されているデータを表示します。 

 ＳＤカード未挿入時 エラーメッセージを表示します。 

 

長押し 

ＳＤカードチェックをします。 

 ＳＤカード 挿入時 録音を開始します。 

 ＳＤカード未挿入時 エラーメッセージを表示します。 

 

押す 
現在のモードを表示して、モード変更画面になります。 

サブダイヤルを使って選択して 
 
で決定します。 

長押し 
AUTO モードに設定します。 

※ AUTO モードの場合は、AUTO モードを継続します。 

 

押す 

現在の周波数ステップを表示して、周波数ステップ変更画面になります。 

サブダイヤルを使って選択して 
 
で決定します。 

※ AUTO モードの場合は、AUTO モードは解除されます。 

長押し 長押し動作はありません。“押す”と同じ動作です。 

 

押す 

メモリチャンネル読み出し及びスキャン・サーチでの停止中に押すと、パス周波数として登

録します。同じメモリチャンネルで押すと、パス周波数を解除します。 

※ 他の動作モードではビープ音を出して動作しません。 

長押し サーチパスの設定画面に移行します。 

 

押す 
各種機能の決定キーです。また、テンキーによる直接周波数入力時に MHz 単位として設

定します。KHz 入力の場合は 
 
を押してください。 

長押し メモリチャンネルへの登録画面に移行します。 

 

 

サブキー 

 

 

押す アッテネータの設定画面に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。“押す”と同じ動作です。 

 

押す 
各種設定を決定する前に、入力設定をクリアするキーです。 

※ 
 

及び
  

で決定されてからはクリアできません。 

長押し 長押し動作はありません。“押す”と同じ動作です。 

 

押す 
各種動作によって変化しますが、VFO モードでは周波数の UP をします。 

デュアルワッチ受信時にメイン周波数に切り替えます。 

長押し ＶＦＯサーチモードに移行してＶＦＯサーチを開始します。 

 

押す 
各種動作によって変化しますが、VFO モードでは周波数の DOWN をします。 

デュアルワッチ受信時にサブ周波数に切り替えます。 

長押し ＶＦＯサーチモードに移行してＶＦＯサーチを開始します。 
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2.3.2. ファンクション操作 

 

 キーを先に押してからおこなうファンクションモードの操作で、キーの上（一部のみ下）に書かれている動作を呼

出したり、設定したりします。 

キーによっては“押す”と“長押し”の操作のある場合があります。 

 

 

操作キー・テンキー 

 

 
+ 

 

押す サーチグループの設定画面に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す スキャングループの設定画面に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す プライオリティの設定画面に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す VFO サーチの設定のサブ画面に移行します。 

 
+  

長押し デュアルバンド受信動作に移行します。 

 
+ 

 

押す サーチの設定画面に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す キーロック動作です。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す 
受信帯域幅の設定画面に移行します。 

※ AUTO モードの場合は、AUTO モードは解除されます。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す セレクトスキャン動作に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す オフセット受信設定画面に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す ＡＧＣ ＯＦＦのときにスケルチツマミで ＲＦ ＧＡＩＮを調整できます。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す 時計画面表示に切り替わります。 

長押し 時計設定画面に切り替わります。 

 
+ 

 

押す アラーム機能をＯＮ/ＯＦＦします。 

長押し アラーム機能の設定画面に移行します。 

 
+ 

 

押す スリープ機能による電源ＯＦＦ動作をします。 

長押し スリープ設定画面に移行します。 
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+ 

 

押す 

各種機能の設定画面に移行します。 

ノイズスケルチ、レベルスケルチのヒステリシス、ノッチフィルタ、ノイズ

リダクション、ノイズブランカ、秘話反転機能、ＩＦシフト、ＡＦＣ機能、

ＣＴＣＳＳ機能、デジタルコードスケルチ、ＤＴＭＦ機能、プリセレクショ

ンフィルタ、ビデオ出力、ビデオＩＦ方向などの設定画面です。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す 

メモリチャンネル表示時に表示しているメモリチャンネルを消去する画面

に移行します。 

他の動作状態では機能しません。 

長押し 

メモリチャンネル表示のメモリバンク内の全てのメモリチャンネルの消去

等をするための各種設定画面に移行します。 

他の動作状態では機能しません。 

 
+ 

 

押す 

基本動作としてのコンフィグ画面に移行します。 

バックライト、ビープ音、シリアルボーレート、使用地域、スケルチスキッ

プ（ＳＤ録音時）、ｄＢ表示切替、アンテナプログラム、ＳＤへのメモリ保

存、ＳＤフォーマット、内部動作Ｖｅｒ表示、工場出荷時リセット、メモリ

ーバンクチャンネル数管理など 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す 
ＡＦ出力の設定画面に移行します。 

Ａ-ＬＰＦ、Ａ-ＨＰＦ、ＷＦＭ時のディエンファシス、ＣＷ時のピッチ等 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す ＡＧＣの設定画面に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す 
メモリチャンネル表示時に、セレクトチャンネルとして設定します。 

他の動作状態では機能しません。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す 
メモリチャンネル表示やサーチ動作時に、テキスト表示する画面になります。 

他のテキスト表示のない動作では機能しません。 

 
+  

長押し 長押し動作はありません。 
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サブキー 

 

 
+ 

 

押す アンテナ端子の切り替え画面に移行します。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す 
各種設定や入力時に入力した部分をクリアするキーです。 

 
で決定する前の状態で有効です。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す デュアルワッチ受信時に音量をメイン周波数にします。 

長押し 長押し動作はありません。 

 
+ 

 

押す デュアルワッチ受信時に音量をサブ周波数にします。 

長押し 長押し動作はありません。 

 

 

 

ファンクションキーとＡＦ ＧＡＩＮツマミ 

 

 
+  

押す+回す デュアルバンド受信時に、メインとサブの音量バランスを調整します。 

 

 

 

ファンクションキーとメインダイヤル 

 

 

+ 押す+回す スペクトラム表示の際にスパンの調整をします。 
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3. ディスプレイ  

 

 
図 4 周波数表示 

 

 

ＦＵＮＣ表示 

ＦＵＮＣキーを押すと点灯します。各種機能がファンクションモードになって

いることを示します。 

 オフセット２波受信時点灯 

 デュアルバンド（ＨＦとＵＶＨＦ）の２波受信時点灯 

   

あるいは 

  

ＧＰＳ（オプション）の状態。 

点灯：０．０１ｐｐｍ，点滅：０．１ｐｐｍ，消灯：ＧＰＳなし（１ｐｐｍ） 

（点滅から点灯に変わるまで約９０分かかります。） 

外部１０ＭＨｚ入力時点灯（  と同じ場所に表示されます） 

 

キーロック時、リモート時点灯 

リモート時から解除はキーロック解除と同じ 

 アラーム実行時点灯 

 スリープ実行時点灯 

 あるいは 
 ＳＤの状態（ＲＥＣ：録音，ＳＤ：ＳＤカード検出） 

 プライオリティ受信時点灯 

 
使用中のアンテナ端子を表示します。 

ＰＲＧ時は Ｐ が表示されます。 

 

上側：スケルチのグラフ 

下側：ＡＦのグラフ 

 ビジー 

 

 

 

Ｓメータの値、ＡＭＰ ＯＦＦの時ｄＢｍ、または、ｄBｕ 

ＳメータやＬＣＤの受信信号強度の表示はアンテナ端子の電圧値です。アッテ

ネータを入れても値は変化しません。ただし AMP-ON/OFF には変化がありま

す。 

 
アッテネータの値を表示します。 

ＡＴＴの設定をＡＵＴＯにすると表示に（Ａ）が表示されます。 

 ＡＭＰオン時に点灯します。 

 オートモードの動作時に点灯します。 

 
ステップ周波数 
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バンクリンク時点灯 

 

 

 

 

 

 

 

各種動作モードを表示します。 

（ＶＦＯ，ＭＥＭ，ＳＣＡＮ，Ｓ．ＳＣＡＮ，ＳＲＣＨ，ＣＹＢＥＲ， 

Ｖ．ＳＲＣＨ） 

 
スキャン，サーチの時ポーズ時間が設定されていれば点灯 

 
 あるいは  

 

ボイススキャン時点灯 

 

ビデオ表示有効時点灯（ＶＣＳと同じ場所に表示されます） 

 
パス周波数の時点灯 

 
オートストア時点灯 

 
ＤＣＳがＯＮの時点灯 

 
トーンがＯＮの時点灯 

 
ステップアジャストの時点灯 

 

 

周波数表示 

 

 

 

ＡＧＣ ＯＦＦ表示 

ＣＴＣＳＳ，ＤＣＳ受信時点灯（＝と同じ場所に表示されます） 

Ｐ２５（オプション）受信時点灯（＝と同じ場所に表示されます） 

 

サーチグループ・スキャングループのバンクグループ番号表示 

 
ＩＦ帯域幅表示 

 
受信モード表示 

    
ＶＦＯ番号、チャンネル番号、サーチ動作など各種表示 

 

※本機のＬＣＤは５℃以下になると表示スピードが遅くなりますが故障ではありません。  
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図 5  ＳＣＯＰＥ表示 

 

 

上側：スケルチのグラフ、下側：ＡＦのグラフ 

 
ビジー 

 

ＦＵＮＣ表示 

ＦＵＮＣキーを押すと点灯します。各種機能がファンクションモードになって

いることを示します。 

 
ＶＦＯ番号表示 

 
受信モード表示 

 
ＩＦ帯域幅表示 

 
スコープのスパン表示 

 
中心周波数表示 

 

中心周波数レベル表示 

 
スペクトラム表示エリア 

 

※本機のＬＣＤは５℃以下になると表示スピードが遅くなりますが故障ではありません。  
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4. 基本操作 

 

本機を使用するための基本的な操作を説明します。電源およびアンテナが正しく接続されていることを確認してください。 

 

 

4.1. 電源を入れる  

本体の電源をＯＮにするには、背面にある電源スイッチをＯＮにします。 

 

 
図 6 待機表示 

 

 

フロントパネルの［ＰＯＷＥＲ］キーを押します。オープニング画面が表示され、その後動作画面と変わります。 

 

 
図 7 オープニング表示 

 

 

 

 アンテナ端子番号↓ 

 

 受信周波数表示↑ IF 帯域幅↑ VFO-A↑ 

 

図 8 ＬＣＤ表示の意味 
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■ 運用を開始する前に 

 

ＡＲ６０００を運用するに当たって、受信する場所の設定と待機画面で表示される時計表示設定をしてください。 

特に受信場所の設定は AUTO モード動作時に影響いたします。 

 

 

※受信場所の設定 初期設定の USA を JAPAN に変更する手順 

 

 
を押して  を押して CONFIG 設定画面を表示させます。 

 

 

図 9  CONFIG 画面表示 

 

 を 3 回押すと、選択項目（白抜き文字で表示）が「ＬＡＭＰ」から「ＬＯＣＡＬ」に移動します。 

 

このように設定変更する項目が複数ある画面では、 （または  ）を使って移動し、目的の項目を選択してく

ださい。 

 

 

図 10  CONFIG 画面表示 LOCAL 

 

「ＬＯＣＡＬ」でサブダイヤルツマミを回してＵＳＡ表示をＪＡＰＡＮに変更します。 

地域エリアは ＵＳＡ、ＪＡＰＡＮとＥＵＲＯＰＥがあります。 

 

 

図 11  CONFIG 画面表示 LOCAL:JAPAN 

 

 を押して決定します。 
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4.2. 電源を切る 

本体の電源をＯＦＦにするには、フロントパネルの［ＰＯＷＥＲ］キーを長押しします。このとき、ＡＲ６０００は内部

データをバックアップします。 

 

 

 
図 12 シャットダウン表示 

 

シャットダウン表示の後で待機画面(時計表示画面)になります。 

 

 
 

図 13 待機画面 

 

注意 

※ シャットダウン表示の状態で、リアパネルにある電源スイッチは切らないで下さい。 

※ 外部安定化電源装置をお使いの場合、外部直流安定化電源の電源 OFF によるＡＲ６０００の OFF 状態にはしないで

下さい。 

※ スイッチ付きテーブルタップなとで電源を供給している場合も同様に、ＡＲ６０００本体前面の POWER キーを使っ

て OFF にして、シャットダウン表示が修了し待機画面になった状態でお切り下さい。 

 

 

4.3. 音量調整 

音量調整はＡＦ ＧＡＩＮツマミを回します。 

ビープ音の音量はＡＦ ＧＡＩＮツマミでは調節できません。ビープ音の音量を設定するには「ビープ音量／ＯＦＦ」をご

覧下さい。 

 

 

4.4. スケルチ調整 

スケルチ調整はＳＱＵＥＬＣＨツマミを回します。 

スケルチは電波の強さがある値以下になったときにスピーカーの出力を止め、電波を受信していない時に出るノイズをカ

ットする仕組み「レベルスケルチ」です（以降、スピーカーがＯＦＦの状態を「スケルチが閉じる」、音が聞こえている

状態を「スケルチが開く」といいます）。調整はノイズが消えるぎりぎりの位置に合わせます。 

スケルチが開くとＬＣＤ上部に「    」と表示されます。 

電波の強さが頻繁に変化する状態では、スケルチの開閉が頻繁に起こりスピーカーからはブチブチと聞こえます。これを

防ぐためスケルチを閉じにくくする余裕度（ヒステリシス）を設定することができます。設定方法は「スケルチのレベル

ヒステリシス変更」をご覧下さい。設定時の周波数に応じて、２５ＭＨｚ未満ではＨＦ帯レベルスケルチ、２５ＭＨｚ以

上ではＵＶ帯レベルスケルチを自動的に判断して設定します。 
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4.5. 周波数の可変 

4.5.1. ダイヤルによる周波数変更 

メインダイヤル、サブダイヤルを回すことにより受信周波数を変えることができます。 

このときの周波数の可変量を「周波数ステップ」といいます。 

サブダイヤルはメインダイヤルと別のステップ周波数に変更できます。 

（注：３１５０ＭＨｚ以上の周波数では、最小周波数ステップが２Ｈｚのため、０．００１ｋＨｚの桁は偶数になります。

この桁に奇数を入力した場合は繰り下げて偶数の周波数になります。） 

 

 

4.5.2. テンキーからの周波数入力・設定 

○ＭＨｚ単位で入力 

例）８１．３ＭＨｚを入力する場合  

［８］［１］［ . ］［３］［ＭＨｚ］と押します 

 

 
図 14 ＭＨｚ表示 

 

○ｋＨｚ単位で入力 

例）１１３４ｋＨｚを入力する場合 

［１］［１］［３］［４］［ｋＨｚ］と押します。 

○入力時の修正 

［ＵＰ］で１文字戻ります。 

○入力とりやめ 

［ＣＬＲ］でもとの画面に戻ります。 

 

 
図 15 ｋＨｚ表示 

 

 

 

4.6. スペクトラム表示 

ＡＲ６０００はスペクトラムを表示することができます。 

表示するスパン（表示範囲）は０．４ＭＨｚ～１０ＭＨｚまで変更することができます。 

 

1. ［ＦＵＮＣ］を長押しします。ＳＣＯＰＥ表示に切り替わります。 

○再度［ＦＵＮＣ］を長押しすると元の周波数表示画面に戻ります。 

○メインダイヤル、サブダイヤルなどで周波数を変更するとスペクトルも移動します。 

○デュアルバンド受信時はスペクトラムを表示できません。 
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図 16 スペクトラム表示 

 

スペクトル表示を固定したままで受信周波数を移動することができます（以後バンドフィックスモードといいます）。 

○この機能は２５ＭＨｚ以上のときのみ有効です。 

 

1. ［ＣＬＲ］を押します。バンドフィックスモードになります。 

○再度［ＣＬＲ］を押すと元に戻ります。 

 

 

 

 
図 17 バンドフィックスモード 

 

表示するスパンは０．４ＭＨｚ～１０ＭＨｚまで変更することができます。 

1. ［ＦＵＮＣ］を押します。 

2. メインダイヤルを回し変更します。 

○再度［ＦＵＮＣ］を押すと元に戻ります。 

 

スペクトラムを上下に拡大縮小することができます。 

1. ［ＦＵＮＣ］を押します。 

2. サブダイヤルを回し変更します。 

○再度［ＦＵＮＣ］を押すと元に戻ります。 

 

スペクトラムの平均を計算し表示することができます。 

1. ［１］を長押しします。 

○ＬＣＤ右上に「ＡＶＧ」と表示されます。 

○再度［１］を長押しすると元に戻ります。 

 

 

4.7. デュアルバンド受信（ＨＦと２５ＭＨｚ以上の２波受信） 

ＡＲ６０００は２５ＭＨｚ未満のＨＦ信号（以降、サブ周波数といいます ＶＦＯ－Ｅで受信します）と２５ＭＨｚ以上の

信号（以降、メイン周波数といいます ＶＦＯ－Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのいずれかで受信します）を同時に受信することができま

す。 

アンテナ１はメイン、アンテナ２はサブになります。 

［ＦＵＮＣ］＋［ＶＦＯ］を長押しします。 

○再度［ＦＵＮＣ］＋［ＶＦＯ］を長押しすると元に戻ります。 

○ＬＣＤの上部に    が表示されます。 

○メイン周波数とサブ周波数の切り替えは［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］で切り替えます。 

 

○サブ周波数（ＶＦＯ－Ｅ）が２５ＭＨｚ以上の場合、受信周波数は自動的に２４．９ＭＨｚに設定されます。 

○メイン周波数（ＶＦＯ－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）が２５ＭＨｚ未満の場合、受信周波数は自動的に２５ＭＨｚに設定されます。 
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メイン周波数画面 

 

 

 
サブ周波数画面 

図 18 デュアルバンド受信 

 

○メインとサブの音量バランス変更は次の２通りの方法があります。 

その際バランスバー             の■が移動します。 

○［ＦＵＮＣ］＋［ＵＰ］もしくは［ＦＵＮＣ］＋［ＤＯＷＮ］ 

押すごとにメインのみ出力、メインとサブの両方出力、サブのみ出力に切り替わります。 

○［ＦＵＮＣ］＋ＡＦ ＧＡＩＮツマミで細かく調整できます。 

○フロントパネルのヘッドホン端子、もしくは、リアパネルのライン出力からは、メイン（右）、サブ（左）それぞれの

音が出力されます。 

ただし、ＷＦＭ、ＦＭＳＴ等のＩＦ帯域幅１００ｋＨｚ以上の場合は対応していません。 

 

 

4.8. オフセット２波受信 

ＡＲ６０００は２５ＭＨｚ以上を受信しているとき受信周波数に対して±５ＭＨｚの任意の信号を同時に受信できます。 

スコープモード・バンドフィックス時は１０ＭＨｚまでの範囲内で設定する２つの周波数の信号を同時に受信できます。

（２つの周波数の間隔が１０ＭＨｚ近くに離すとき受信感度が低下する場合があります。） 

1. ［２Ｆ／ＯＦＦＳＥＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［５］）を押します。  

○ＬＣＤ上部に    が表示されます。 

○周波数表示が２段になり、上がメイン、下がオフセット周波数です。 

○メイン周波数の右側にある周波数はメイン周波数に対する周波数変位です。 

○スケルチがオープンすると周波数表示が反転します。 

○オフセット２波受信機能は２５ＭＨｚ以上のときのみ動作します。 

○復調モードはメイン周波数もオフセット周波数も同じモードとなります。 

○復調モードがＷＦＭの時は動作しません。 

 

 

 

 
周波数表示画面 

メイン表示 

サブ表示 
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ＳＣＯＰＥ画面 

 

 

 
 

 

 

 
スケルチオープン 

 

図 19 オフセット２波受信 

 

オフセット周波数の変更は次の２通りあります。 

 ［数字］＋［ＦＵＮＣ］＋［ＭＨｚ］または［ｋＨｚ］を押します。 

 サブダイヤルを回し変更します。 

○ステップ周波数はサブダイヤルのステップ周波数に従います。 

○オフセット周波数はメイン周波数に対して±５ＭＨｚの範囲で設定可能です。 

 

音量バランス変更は次の２通りの方法があります。その際バランスバー             の■が移動します。 

 ［ＦＵＮＣ］＋［ＵＰ］または［ＦＵＮＣ］＋［ＤＯＷＮ］ 

○押すごとにメインのみ出力、メインとオフセット周波数の両方出力、オフセットのみ出力に切り替わります。 

 

 ［ＦＵＮＣ］＋音量ツマミ 

○バランスを細かく調整できます。 

 

 

4.9. ＳＤカード（録音・再生） 

ＡＲ６０００はＳＤカードに受信音を録音したり、ＳＤカードにある録音データを再生することができます。 

以降の操作はＳＤカードを挿入し、ＬＣＤ上部に   と表示されてから行ってください。 

１６ＧＢ、３２ＧＢなどの容量の大きいＳＤカードは表示されるまで時間がかかります。 

ＳＤカードは、ほとんどの場合は市販時にフォーマット（初期化）されている状態でお使いいただけます。パソコンを使

用して各種の形式でフォーマットされた場合は本機ではお使いいただけない場合がありますので、ご注意ください。 

 

ＳＤカードおよびＳＤカード変換アダプタのＬＯＣＫ（書込禁止）は使用できません。 

ＳＤカードのデータを保護する場合には、ＰＣ等へデータをバックアップコピーしてください。 

オフセット周波数 
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4.9.1. 再生 

ＳＤカードに保存された録音ファイルを再生します。 

1. ［ｋＨｚ］を押します。ファイル選択画面に移ります。 

2. 再生するファイルを［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］で選択します。 

○サブダイヤルでページ移動します。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと再生が始まります。 

4. 再生が終わるか、［ＣＬＲ］で再生をストップするとファイル選択画面に戻ります。 

5. ［ＣＬＲ］でもとの周波数表示画面に戻ります。 

 

 
 

 

 

図 20 ファイル選択画面 

 

 

 

4.9.2. 録音 

ＳＤカードに受信音声を録音します。 

1. ［ｋＨｚ］を長押しします。録音が始まります。（ＬＣＤ上部の  表示が  になります。） 

2. ［ＣＬＲ］で録音をストップします。 

○ファイル名は自動でつけられます。 

○ＦＭＳＴモードで録音してもモノラルで記録されます。２波受信、３波受信時は合成された音声が記録されます。 

○スケルチが開いている間の受信音のみを録音する場合は、あらかじめ（12.6. コンフィグ画面の） 12.6.5. スケルチス

キップ設定をＯＮに設定ください。 

 

 

 

4.9.3. ファイル削除 

ＳＤカードにあるファイルを削除します。 

1. ［ｋＨｚ］を押します。ファイルを［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］（ページ移動は サブダイヤル）で選択します。 

2. ［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］）を押します。 

3. ［ＭＨｚ］を押します。 

○［ＣＬＲ］を押すとキャンセルします。 

 

 

 

録音時間 日付 
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4.9.4. ファイル名変更 

ＳＤカードに保存された録音ファイルのファイル名を変更します。 

1. ［ｋＨｚ］を押します。ファイルを［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］（ページ移動は サブダイヤル）で選択して、［ＭＨｚ］

を長押しして、ファイル名入力画面に移ります。 

2. ［数字］、サブダイヤルで新しいファイル名（拡張子は不要）を入力します。 

○テキスト入力時の［数字］キーの割り当ては次のようになります。サブダイヤルで次（前）の文字（Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ．．．）

になります。 

［１］：  ‘ ’（スペース） ［２］： ‘１’ 

［３］：  ‘Ａ’  ［４］： ‘Ｍ’ 

［５］：  ‘Ｚ’  ［６］： ‘９’ 

［０］：  ‘－’  

○カーソルは［ＤＯＷＮ］で左、［ＵＰ］で右に移動します。  

○［ＰＡＳＳ］でカーソル位置の文字を削除します。［ . ］でスペースを挿入します。 

3. ［ＥＮＴ］で変更します。 

4. ［ＣＬＲ］で終了します。 

 

 
図 21 ファイル名入力画面 

 



 

34 

5. ＶＦＯ 

 

［ＶＦＯ］動作はメインダイヤルや数字キーを使って周波数を入力したり各種の設定などを行うことができます。各ＶＦ

Ｏは独立した周波数、モード、ステップを持つことができます。 

ＡＲ６０００はＶＦＯ－ＡからＶＦＯ－Ｅの５つのＶＦＯがあります。 

各ＶＦＯは次のように使用目的が分けられています。 

ＶＦＯ－Ａ ＶＦＯ－Ａ，Ｂ間のマニュアルサーチ。 

ＶＦＯ－Ｂ ＶＦＯ－Ａ，Ｂ間のマニュアルサーチ。 

ＶＦＯ－Ｃ メモリチャンネルからの周波数が入ります。 

ＶＦＯ－Ｄ サーチからの周波数が入ります。 

ＶＦＯ－Ｅ ２波受信時は２５ＭＨｚ未満を受信します。それ以外は通常のＶＦＯとして機能します。 

 

 

 

5.1. ＶＦＯ切り替え 

［ＶＦＯ］ボタンを押すとＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが切り替わります。 

 

 
図 22 ＶＦＯ 

 

 

 

5.2. ステップ 

ステップはメインダイヤルを回したときの周波数の可変量です。 

オートモードの時は自動的に設定されます。 

［数字］で周波数入力すると設定されているステップに関係なく入力された周波数を受信できますが、ダイヤルなどの操

作を行うと設定されているステップにより周波数が変わります。 

各ＶＦＯ、メモリチャンネル、サーチバンクは個々にステップ、サブダイヤルのステップなどのデータを持っているので

ＶＦＯを切り替えるとそのＶＦＯの状態に変わります。 

 

 

5.2.1. ステップの登録 ダイヤルで選ぶ 

1. ［ＳＴＥＰ］を押します。 

2. サブダイヤルで目的のステップを探します。 

○ステップは次の中から選べます。 

 ０．００１(注)， ０．０１０， ０．０５０， ０．１００， ０．５００， １．０００，

 ５．０００， ６．２５０， ９．０００， １０．０００， １２．５００， ２０．０００，

 ２５．０００， ３０．０００， ５０．０００， １００．０００， ５００．０００ｋＨｚ 

（注：３１５０ＭＨｚ超の周波数では、最小周波数ステップである０．００２ｋＨｚとして動作します。） 

3. ［ＥＮＴ］を押し、登録します。 
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図 23 ステップ周波数登録 

 

 

5.2.2. ステップの登録 手動で登録 

例）２０ｋＨｚステップの場合 

1. ［ＳＴＥＰ］を押します。 

2. ［２］［０］［ｋＨｚ］（［ＥＮＴ］でも可）を押します。 

3. ［ＥＮＴ］で登録されます。 

 

 

 

5.3. ステップアジャスト 

ステップアジャストは受信周波数がステップ周波数で割り切れない特殊な周波数配列でも周波数を合わせることができま

す。オートモードの時は自動的に設定されます。（注：３１５０ＭＨｚ超の周波数では、最小周波数ステップが２Ｈｚの

ため、０．００１ｋＨｚの桁が奇数の場合は繰り下げて偶数の周波数になります。） 

 

例）２０ｋＨｚステップで１０ｋステップアジャストの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 ステップとステップアジャスト 

 

 

 

5.3.1. ステップアジャストの登録 周波数とステップから自動設定 

1. ［ＳＴＥＰ］を押します。 

2. ［ＰＡＳＳ］を押します。 

○［＊］が表示されます。 

3. ステップ周波数をサブダイヤルか［数字］キーで入力します。 

4. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。 

○［ＳＴＥＰ－ＡＤＪ］が表示されます。 

ＡＵＴＯモードの時は 

「ＡＵＴＯ」と表示されます。 

 148.00         148.02         148.04         148.06         148.08         148.10 

 148.01         148.03         148.05         148.07         148.09 

20kHz 

（ステップ） 

10kHz（ステップアジャスト） 
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図 25 ステップアジャスト 

 

 

 

5.3.2. ステップアジャストの登録 手動で登録 

1. ［ＳＴＥＰ］を押します。 

2. ［ＰＡＳＳ］を押します。 

○［＊］が表示されます。 

3. ステップ周波数を入力し、［ＥＮＴ］を押します。 

4. ［ＵＰ］を押します。 

5. ステップアジャスト周波数をステップと同じように入力します。 

6. ［ＥＮＴ］で登録されます。 

 

 

 

5.4. サブダイヤルの設定 

サブダイヤルはメインダイヤルとは別のステップを設定できます。 

ステップが細かいＳＳＢやＣＷモードなどで早く周波数を大きく変える場合などに便利です。 

 

 

 

5.4.1. サブダイヤルのステップの登録 

1. ［ＳＴＥＰ］を押します。 

2. ［ＵＰ］を押します。 

3. サブダイヤルを回し、サブダイヤルのステップを選択します。 

4. ［ＥＮＴ］で登録されます。  

 

○サブダイヤルのステップ周波数は次の中から選べます。  

ＭＡＩＮ メインダイヤルと同じステップになります。  

×１０ メインダイヤルの１０倍のステップになります。  

 ０．１ｋＨｚ， ０．５ｋＨｚ， １．０ｋＨｚ， ５．０ｋＨｚ， １０．０ｋＨｚ， 

 ５０．０ｋＨｚ， １００．０ｋＨｚ， ５００．０ｋＨｚ， １０００．０ｋＨｚ  

 

 
図 26 サブダイヤルの表示例 
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5.5. 受信モード  

ＡＲ６０００はＦＭ、ＦＭステレオ、ＡＭ、ＡＭ同期検波（ＳＡＭ）、ＵＳＢ、ＬＳＢ、ＣＷ、ＡＩＱ（ＡＦ－ＩＱ）の

受信モードがあります。 

受信モード（特にＦＭ）は適切な受信ＩＦ帯域幅を選択しないと正常に受信できない場合があります。 

 

 

 

5.5.1. オートモード 

1. ［ＭＯＤＥ］を長押しするとオートモードになります。  

○オートモード中に受信モード、周波数ステップ、ＩＦ帯域幅を変更するとオートモードは解除されます。  

オートモードは受信している周波数によって次の項目を自動で設定します。  

 受信モード  

 ＩＦ帯域幅  

 周波数ステップ  

 ステップアジャスト  

 

オートモードの設定は米国、日本、ヨーロッパの３つの地域に応じたデータを用意してあります。  

  

 

 

 
図 27 オートモード 

 

 

 

5.5.2. 手動でモード設定  

1. ［ＭＯＤＥ］を押します。  

2. サブダイヤルにより目的のモードが表示されるまで回します。  

3. ［ＥＮＴ］で登録されます。  

○選択できるモード・ＩＦ帯域幅は次のとおりです。（ＩＦｘｘｘ）がつくモードはＩＦ帯域幅が括弧内の値に

自動設定されます。 

モード ＩＦ帯域幅  備考 

ＷＦＭ１（ＩＦ１００ｋ） １００ｋ 受信周波数２５ＭＨｚ以上  

ＷＦＭ２（ＩＦ２００ｋ） ２００ｋ 受信周波数２５ＭＨｚ以上 

ＦＭＳＴ（ＩＦ２００ｋ） ２００ｋ 受信周波数２５ＭＨｚ以上 

ＮＦＭ（ＩＦ１５ｋ） １５ｋ 受信周波数２５ＭＨｚ以上 

ＳＦＭ（ＩＦ６ｋ） ６ｋ 受信周波数２５ＭＨｚ以上 

ＷＡＭ（ＩＦ１５ｋ） １５ｋ  

ＡＭ（ＩＦ６ｋ） ６ｋ  

ＮＡＭ（ＩＦ３ｋ） ３ｋ  

ＳＡＭ（ＩＦ６ｋ） ６ｋ  

ＵＳＢ（ＩＦ３ｋ） ３ｋ  

ＬＳＢ（ＩＦ３ｋ） ３ｋ  

ＣＷ１（ＩＦ５００） ５００  

ＡＵＴＯモードの時は 

「ＡＵＴＯ」と表示されます。 
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ＣＷ２（ＩＦ２００） ２００ 受信周波数２５ＭＨｚ以上 

ＡＩＱ（ＩＦ１５ｋ） １５ｋ  

ＦＭ ３ｋ，６ｋ，１５ｋ，３０ｋ、 

１００ｋ，２００ｋ 

受信周波数２５ＭＨｚ以上    

ＦＭＳＴ １００ｋ，２００ｋ 受信周波数２５ＭＨｚ以上 

ＡＭ、ＳＡＭ ３ｋ，６ｋ，１５ｋ，３０ｋ 受信周波数２５ＭＨｚ未満 

１ｋ，３ｋ，６ｋ，１５ｋ，３０ｋ 受信周波数２５ＭＨｚ以上 

ＵＳＢ ３ｋ，６ｋ，１５ｋ，３０ｋ  

ＬＳＢ ３ｋ，６ｋ，１５ｋ，３０ｋ  

ＣＷ ５００ 受信周波数２５ＭＨｚ未満 

２００，５００ 受信周波数２５ＭＨｚ以上 

ＡＩＱ ３ｋ，６ｋ，１５ｋ，３０ｋ  

ＡＵＴＯ  ＡＵＴＯモード 

  

 

 

 
図 28 モード設定 

 

 

5.6. ＩＦ帯域幅 

内部でデジタル的に実現しているＩＦ（中間周波数）フィルターの帯域幅はその受信モードで可能な範囲から選ぶことが

できますが、ＩＦ帯域幅は受信モードと密接な関係があるため、適切なＩＦ帯域幅を選択しないと混信や音割れの原因に

なります。 

オートモードの時ＩＦ帯域幅は自動的に設定されます。 

 

 

 

5.6.1. ＩＦ帯域設定 

1. ［ＩＦＢＷ］（［ＦＵＮＣ］＋［３］）を押します。 

2. サブダイヤルで必要とするＩＦ帯域幅を選択します。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。  

○選択できるＩＦ帯域幅はとおりです。（受信モードにより選択できない場合があります。前述の 手動でモード設

定 をご参照ください。） 

２００Ｈｚ、 ５００Ｈｚ、 １ｋＨｚ、 ３ｋＨｚ、 ６ｋＨｚ、 

１５ｋＨｚ、 ３０ｋＨｚ、 １００ｋＨｚ、 ２００ｋＨｚ 
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5.7. ＶＦＯに周波数などを移す 

5.7.1. サーチで停止中のときその周波数をＶＦＯ－Ｄに移す 

 

 
 

 

 

 

図 29 サーチ停止中 

 

○受信信号で停止中の時 

1. ［ＳＲＣＨ］または［ＥＮＴ］を押します。受信していた周波数でＶＦＯ－Ｄになります。 

 

○検索している状態 

1. ［ＳＲＣＨ］を押します。受信していた周波数でＶＦＯ－Ｄになります。  

 

 

 

5.7.2. スキャンのチャンネルの周波数をＶＦＯ－Ｃに移す 

 

 
 

 

 

図 30 スキャン停止時 

 

○メモリチャンネル読み出し時、または受信信号で停止中の時 

1. ［ＥＮＴ］を押します。受信していた周波数でＶＦＯ－Ｃになります。 

 

○スキャン検索時 

1. ［ＳＣＡＮ］、［ＥＮＴ］と順番に押します。１度メモリチャンネル読み出し状態にした後、受信していた周波数でＶ

ＦＯ－Ｃになります。 

 

 

 

サーチの時はバンク表示のみになります。 

チャンネル番号表示には「ＳＲ」の文字が表示されます。 

バンク番号とチャンネル番号が表示されます。 
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5.7.3. ＶＦＯを他のＶＦＯにコピー 

1. ＶＦＯの状態で［ＥＮＴ］を長押しします。  

2. ［ . ］を押します。  

3. コピーしたいＶＦＯの［数字］キーを押すか、またはサブダイヤルで選択します。［数字］キーは１，２，３，４，５

はそれぞれＶＦＯ－Ａ、ＶＦＯ－Ｂ、ＶＦＯ－Ｃ、ＶＦＯ－Ｄ、ＶＦＯ－Ｅに対応します。 

4. ［ＥＮＴ］を押すとコピーされます。  

○間違えた場合は［ＣＬＲ］を押し、再度初めからやり直してください。 

 

 
図 31 ＶＦＯコピー画面１ 

 
図 32 ＶＦＯコピー画面２ 

 

 

 

5.8. ＶＦＯモード 

ＶＦＯモードはＶＦＯ，ＶＦＯサーチ時のディレー時間、ボイススケルチを設定します。ＶＦＯ－Ａ～Ｅすべてに対して

共通に動作します。 

 

 

 

5.8.1. 全ＶＦＯに共通のディレー時間設定 

ディレー時間は、ＶＦＯサーチの時に信号がなくなって次の周波数に行くまでの時間です。 

ディレー時間は０．１秒～９．９秒の０．１秒単位で設定できます。 

1. ［Ｖ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＶＦＯ］）を押します。「ＤＥＬＡＹ」が選択されています。 

2. サブダイヤルを回して時間を選びます。 

○［ＰＡＳＳ］で２．０秒、ＯＦＦが切り替わります。 

3. ［ＥＮＴ］を押して登録するか、［ＤＯＷＮ］を押して次の項目へ移ります。 

 

  
図 33 ディレー時間 
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5.8.2. 全ＶＦＯに共通のボイススケルチ 

ボイススケルチは受信音に音声成分が含まれていないときミュート（消音）します。 

ＮＦＭ、ＡＭでのみ有効です。ＬＣＤに「ＶＣＳ」と表示されます。 

常時電波が出ていて通信を行う信号を受信する場合に便利です。 

音声の検出レベルを選択できます。 

ボイススケルチはＯＦＦ、１～７まで設定できます。 

1. ［Ｖ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＶＦＯ］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＶＯＩＣＥ」を選択します。 

2. サブダイヤルを回します。 

3. ［ＥＮＴ］を押して登録します。 

 

 
（ボイススケルチ設定） 

 

 

 
（実行例） 

図 34 ボイススケルチ 

 

○この設定を行うとＶＦＯ動作の時ＬＣＤに［ＶＣＳ］と表示されます。 
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6. オーディオ特性 

 

受信音質の調整を行うことができます。自動的に設定されますが手動による設定もできます。 

 

6.1. ローパスフィルタ手動設定（３ｋ，６ｋ，スルー） 

ローパスフィルタのカットオフ周波数（高音をどの周波数から切るか）は３ｋ、６ｋ、スルー（ＴＨＲＵ）の３種類あり

ます。受信モードがＣＷのときは動作しません。 

ローパスフィルタは次のように自動設定されます。 

 

動作条件 カットオフ周波数 

ＩＦ帯域幅が６ｋＨｚ以下のとき ３．０ｋ 

ＩＦ帯域幅が１５ｋＨｚのとき ６．０ｋ 

ＩＦ帯域幅が３０ｋＨｚ以上 スルー 

 

1. ［ＡＦ．ＳＥＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＭＯＤＥ］）を押します。「Ａ－ＬＰＦ」が選択されています。 

2. サブダイヤルを回して、３．０ｋ，６．０ｋ，ＴＨＲＵの中から選びます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の設定項目に移ります。 

○ＡＭでＩＦ帯域幅が１５ｋの時は６．０ｋ，ＴＨＲＵの２種類から選びます。 

 

 

 
図 35 ローパスフィルタ 

 

 

 

6.2. ハイパスフィルタ手動設定（ＴＨＲＵ，０．３ｋ，０．６ｋＨｚ） 

ハイパスフィルタのカットオフ周波数（低音をどの周波数から切るか）は、スルー（ＴＨＲＵ），０．３ｋ，０．６ｋの

３種類あります。 

ハイパスフィルタは次のように自動設定されます。 

 

動作条件 カットオフ周波数 

ＩＦ帯域幅が０．５～１５ｋＨｚのとき ０．３ｋ 

ＩＦ帯域幅が３０ｋＨｚ以上 スルー 

ＡＭ／ＵＳＢ／ＬＳＢのとき スルー 

 

1. ［ＡＦ．ＳＥＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＭＯＤＥ］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「Ａ－ＨＰＦ」を選択します。 

2. サブダイヤルを回して、ＴＨＲＵ，０．３ｋ，０．６ｋの中から選びます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の設定項目に移ります。 
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図 36 ハイパスフィルタ 

 

 

 

6.3. デ・エンファシス設定 

ＦＭでは高い周波数でのノイズレベルが高くなる性質があるため、送信時に高域を強調し、受信時に高域を減衰すること

でノイズを低減しています。デ・エンファシスは受信時の処理のことを言います。 

デ・エンファシスの時定数は５０μｓ、７５μｓの２種類があります（時定数の数字が大きいほど高音域の減衰が大きくな

ります）。デ・エンファシスはワイドＦＭのみ動作します。 

1. ［ＡＦ．ＳＥＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＭＯＤＥ］）を押し、［ＤＯＷＮ］（または［ＵＰ］）を使って「ＷＦＭ ＤＥ．

ＥＭＰ」を選択します。 

2. サブダイヤルを回して、５０μｓ，７５μｓから選びます。  

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。  

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の設定項目に移ります。 

 

 
図 37 デ・エンファシス 

 

 

 

6.4. ＣＷピッチ設定 

ＣＷピッチはＣＷ（電信）受信時、音のピッチ（音程＝周波数）をここで設定する周波数にあわせると受信周波数表示と

送信されている周波数が一致します。 

この設定はＣＷ受信時に受信信号音を設定周波数にする機能ではありません。 

ピッチは３００Ｈｚ～１１００ｋＨｚまで５０Ｈｚ単位で設定できます。 

1. ［ＡＦ．ＳＥＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＭＯＤＥ］）を押し、［ＤＯＷＮ］（または［ＵＰ］）を使って「ＣＷ．ＰＩＴ

ＣＨ」を選択します。 

2. サブダイヤルを回して選びます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の設定項目に移ります。 

 

 
図 38 ＣＷピッチ 
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7. マニュアルサーチ（ＶＦＯサーチ） 

 

マニュアルサーチはプログラムなしで簡単に行うことのできるサーチ機能です。 

マニュアルサーチはＶＦＯにより次のように動作します。 

 ＶＦＯ－Ａ，ＶＦＯ－Ｂの場合、Ａ，Ｂ－ＶＦＯ間の周波数を検索します。 

 ＶＦＯ－Ｃ，ＶＦＯ－Ｄ，ＶＦＯ－Ｅの場合、ＶＦＯの周波数から受信可能な上限周波数（６０００ＭＨｚ） 

もしくは下限周波数（９ｋＨｚ）までを検索します。  

モード、ステップ、開始周波数ははじめに表示されているＶＦＯの受信モード、ステップ等ではじまります。  

オートストア、ポーズサーチ機能はありません。 

 

1. ［ＶＦＯ］または、［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］を長押しします。 

○検索方向はメインダイヤルと［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］で変更できます。 

○受信信号で停止時メインダイヤルと［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］により次の検索を開始します。 

○受信信号で停止時［ＰＡＳＳ］を押すとＶＦＯ周波数パスに登録され、以後ＶＦＯサーチ時にはこの周波数は受信しな

くなります。 

○受信信号で停止中に［ＥＮＴ］を押すとその周波数で［ＶＦＯ－Ｄ］に移ります。 

○検索中に［ＶＦＯ］を押すと元のＶＦＯ動作に戻ります。 

 

 
図 39 ＶＦＯサーチ 
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8. サーチ 
 

8.1. サーチ機能 

サーチはメモリされた上下の周波数間を指定のステップで電波を探す機能です。 

受信レベルがスケルチ値以上の信号を探しますので、スケルチツマミはノイズが消えるぎりぎりの位置に合わせてくださ

い。 

 

 
図 40 スケルチ調整 

 

受信信号をサーチしたい周波数範囲などサーチデータをあらかじめ書きこんでおくサーチバンクが４０組（００～３９）,

サーチ条件を目的別に登録しておくサーチグループが２０組（サーチバンクグループ番号０～１９）あります。 

サーチグループには、サーチ条件（ポーズ時間、ディレー時間、ボイスサーチ、オートストア機能）設定、および、複数

のサーチバンクを連続してサーチするバンクリンク設定ができます。 

 

 

1. ［ＳＲＣＨ］を押すとサーチが始まります。 

○受信信号で停止中に［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］かメインダイヤルを回すと検索を再開します。 

○［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］かメインダイヤルで検索方向を変えることができます。 

○［ＳＲＣＨ］または［ＥＮＴ］（停止中のとき）を押すと受信している周波数で［ＶＦＯ－Ｄ］に移ります。 

○サーチバンクになにも設定されていない場合サーチは始まりません。 

 

 
 

 

 

図 41 サーチ画面 

 

◎ はじめてサーチする場合 

１．サーチプログラム（登録）でサーチバンクにサーチしたい周波数の範囲（および、受信モード、ＩＦ帯域幅、ステッ

プ、テキスト）をサーチバンクに設定する。 

２．サーチグループを選択する。（必要に応じてサーチ条件やバンクリンクを設定する。） 

３．［ＳＲＣＨ］を押してサーチを始める。（モード表示 ＳＲＣＨ） 

４．バンク設定（数字入力）、または、バンク設定（サブダイヤル入力）で、サーチしたいサーチバンクを選ぶ。 

○選んだサーチバンクの周波数範囲を、２で選択したサーチグループのサーチ条件でサーチします。 

○サーチ中にバンク設定でサーチバンクを変更することができます。 

○選択したサーチグループにバンクリンクＯＮ設定してあると、バンクリンクしたいずれかのサーチバンク番号を選ぶこ

とでバンクリンクした複数のサーチバンクを順にサーチします。 

サーチの時はバンク表示のみになります。 

チャンネル番号表示には「ＳＲ」の文字が表示されます。 

サーチバンクグループ番号 
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◎あらかじめ設定してあるサーチバンクをサーチする場合 

１．サーチグループを選択する。 

２．サーチを始める。 

３．サーチバンクを選ぶ。 

 

 

8.1.1. バンク設定（数字入力） 

例）バンク１０に設定する場合 

［１］［０］を入力します。（数字２桁で入力します。） 

○００～０３バンクを選ぶ場合は［０］［０］、［０］［１］、のように 2 桁で入力します。 

○０４～０９バンクは［４］～［９］を 1 桁入力して直接バンクを選ぶこともできます。 

○１０～１９バンクを選ぶ場合は［１］または［ . ］の後に［０］～［９］の数字キーを押します。 

例）バンク１８に設定する場合 

［１］，［８］もしくは 

［ . ］，［８］を押します。 

 

 

8.1.2. バンク設定（サブダイヤル入力） 

サブダイヤルをまわしてバンクを選びます。 

 

 

8.1.3. テキスト表示 

サーチバンクに登録されたテキスト文字の表示を行います。 

1. ［ＴＥＸＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＭＨｚ］）を押すと次のように表示されます。 

1. テキスト表示 

2. テキスト＋周波数表示 

3. 周波数表示（通常）  

※もう一度押すと１に戻ります 

 

 

 

8.2. サーチプログラム 

8.2.1. サーチプログラム（登録）  

サーチバンクに周波数などのデータを書き込みます。  

すでに書き込まれているバンクの内容変更は書き込み時に元の内容が表示されるので変更したい箇所以外は［ＤＯＷＮ］

で送り必要な項目の変更を行うことができます。  

周波数を今までと大きく変えた場合、変更したバンクの古い周波数パスのデータを消してください（新たに書き込める数

が少なくなってしまいます）。  

  

例）次のサーチ条件をバンク３に書きます。  

 サーチ範囲：１４５．１２０ＭＨｚ～１４５．８２０ＭＨｚ  

 モード、ステップはＡＵＴＯモード  

 テキストは「２Ｍ ＢＡＮＤ」  
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図 42 サーチプログラム 

 

1. ［ＳＲ．ＰＲＯＧ］（［ＦＵＮＣ］＋［１］）を押します。  

2. サブダイヤルでバンクを３にあわせます。  

3. ［ＤＯＷＮ］を押します。  

4. ［１］［４］［５］［ . ］［１］［２］［ＭＨｚ］と入力します。  

5. ［１］［４］［５］［ . ］［８］［２］［ＭＨｚ］と入力します。  

6. サブダイヤルで［ＡＵＴＯ］を選択し、［ＤＯＷＮ］を押します。  

○ＡＵＴＯを選択すると、ＩＦ帯域幅（ＩＦＢ），ステップ（ＳＴＥＰ）は自動で設定されます。  

手動で入力する場合は次のようにします。  

1. サブダイヤルで［ＡＵＴＯ］以外のモードを選択し、［ＤＯＷＮ］を押します。  

2. サブダイヤルでＩＦ帯域幅を選択します。  

3. サブダイヤルでステップ周波数を入力します。  

○［数字］キーで直接入力することもできます。  

○［ＰＡＳＳ］を押すことにより現在設定したステップの半分のステップ・アジャストが設定できます（［＊］が表

示されます）。  

 

 
図 43 テキスト入力 

 

7. テキストを入力します。「２」を入力するために、［２］を押し，サブダイヤルを右１クリック回します。［ＵＰ］で

カーソルを進めます。  

8. 「Ｍ」を入力するために、［４］を押します。［ＵＰ］でカーソルを進めます。  

9. 「 」（スペース）を入力するために、［１］を押します。［ＵＰ］でカーソルを進めます。  

10. 「Ｂ」を入力するために、［３］を押し、サブダイヤルを右１クリック回します。［ＵＰ］でカーソルを進めます。  

11. 「Ａ」を入力するために、［３］を押します。［ＵＰ］でカーソルを進めます。  

12. 「Ｎ」を入力するために、［４］を押し、サブダイヤルを右１クリック回します。［ＵＰ］でカーソルを進めます。  

13. 「Ｄ」を入力するために、［３］を押し、サブダイヤルを右３クリック回します。  

14. ［ＥＮＴ］を押し登録します。  

○テキスト入力時の［数字］キーの割り当ては次のようになります。サブダイヤルで次（前）の文字（Ａ→Ｂ→Ｃ→

Ｄ．．．）になります。  

［１］： ‘ ’（スペース）   ［２］： ‘１’  

［３］： ‘Ａ’    ［４］： ‘Ｍ’  

［５］： ‘Ｚ’    ［６］： ‘９’  

［０］： ‘－’   

○カーソルは［ＤＯＷＮ］で左、［ＵＰ］で右に移動します。 

○［ＰＡＳＳ］でカーソル位置の文字を削除します。［ . ］でスペースを挿入します。 

 

サブダイヤルでバンクが変わります。 

［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］で前後の項目に移動します。 
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8.2.2. サーチプログラム（編集）  

サーチバンクの設定内容は後から変更することができます。各サーチバンクには次のデータが書き込まれます。  

◎下側周波数   ◎上側周波数   受信モード ステップ周波数 

ＩＦ帯域幅 ◎テキスト ステップ・アジャスト  ディエンファシス 

アンテナ端子 アッテネータ   ＡＧＣモード ＣＴＣＳＳ 

ＤＣＳ    オートノッチ  

 

○各項目を変更する場合はＶＦＯにおけるモードの変更と同様にサーチ中（受信信号で停止中を含む）に変更します。 

［ＥＮＴ］の押し方によりサーチバンクの一時的変更と変更内容登録の違いがあります。 

 

○サーチバンクの内容を変えずに一時的に変更するには次のようにします。  

1. 目的の設定を行い［ＥＮＴ］を押します。 

○サーチ中のサーチバンクの周波数範囲の端までサーチする間のみの変更内容が有効です。同じバンクの次回のサーチ時

や異なるバンクのサーチ時よりバンクに登録された内容でのサーチに戻ります。  

 

○変更を記憶する場合は次のようにします。  

1. 項目の設定を行い最後に登録を行う［ＥＮＴ］を長押しします。  

 

○データ項目のうち◎印の項目は、この方法ではなく、サーチプログラム（登録）の方法で変更できます。サーチプログ

ラム（登録）で目的のバンクを選び、必要な項目のみ変更します。 

 

 

8.2.3. サーチバンク消去（パス含む）  

1. ［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］長押し）を押します。  

2. ［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］で「ＤＥＬ ＳＲＣＨ」を選択します。 

3. サブダイヤルで消去したいバンクを選びます。  

○チャンネル番号表示部に表示される「＊＊」はこのバンクにサーチデータが記録されていることを表示しています。  

○［－－］と表示された場合はそのバンクにサーチデータはありません。  

4. ［ＰＡＳＳ］を押すと消去されます。  

5. ［ＥＮＴ］で終了します。  

 

 
図 44 サーチバンク消去 
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8.3. ＣＹＢＥＲ ＳＥＡＲＣＨ 

サーチの検索動作をさらに高速に行うモードです。 

ＣＹＢＥＲサーチは従来のサーチ方式と異なりサーチバンクに設定された周波数帯の中で受信レベルがスケルチ値以上の

ものを一度に検索し、その検索結果をまとめて聞きます。 

ＡＵＴＯを選択するとステップ周波数はサーチ開始時点のオートモードで設定された周波数になります。  

サーチ結果はメモリバンク３８に（周波数順ではなく）レベル順に登録されます。（サーチバンク内の検索ごとに最新の

結果に置き換えられます。） 

 

1. ［ＳＲＣＨ］を長押しするとＣＹＢＥＲ サーチが始まります。（モード表示 ＣＹＢＥＲ） 

 
図 45  CYBER SEARCH 

 

○サーチバンクはバンク設定（サブダイヤル入力）の方法で選択できます。 

○ＣＹＢＥＲ ＳＥＡＲＣＨはサーチグループの内容に関わらず、選択したひとつのサーチバンクのみをサーチします。 

○停止中に［ＥＮＴ］を押すとその周波数で［ＶＦＯ－Ｃ］に移ります。 

○ＬＣＤにある「｜」が「／」に傾くごとにサーチバンク内を一周検索しています。 

 

 

 

8.4. サーチパス 

8.4.1. サーチパス登録（各バンク３０チャンネル、＋ＶＦＯサーチ３０チャンネル）  

サーチ時、不要な電波で停止しないようにします。  

周波数パスは１バンクにつき最大３０個の周波数を書き込めます。サーチバンクの４０バンクとＶＦＯの４１組、各３０

周波数、計１２３０あります。  

周波数パスは上限、下限周波数が指定できます。  

登録時その周波数が、すでにある周波数パス±ステップ周波数の範囲内にあった場合、その範囲を広げるだけで新たに登

録されることはありません。  

押した瞬間に受信していた周波数が周波数パスに登録されるので、その周波数をパスして次の検索をはじめます。  

  

1. サーチ中、受信して停止している周波数を登録する場合は、［ＰＡＳＳ］を押します。  

 

 

8.4.2. サーチパス編集  

1. ［ＰＡＳＳ］を長押しします。  

2. サブダイヤルでバンク番号を選びます。  

3. ［ＤＯＷＮ］を押します。  

4. サブダイヤルでチャンネルを選びます。  

○登録されていない場合は周波数パスチャンネルが「００」で、下限、上限周波数が「－－－－．－－－－－－」と

表示されます。  

5. ［数字］で下限周波数を入力し、［ＤＯＷＮ］を押します。  

6. ［数字］で上限周波数を入力し、［ＥＮＴ］で登録します。  

○［ＣＬＲ］で元の画面に戻ります。 
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○上限、下限周波数が異なる登録内容を 同じ周波数に変更する場合はこの操作ではできません。「サーチパス消去（１個）」

の手順で消去後に「サーチパス追加」の手順で登録してください。 

 

 

 
 

 

図 46 パス周波数編集 

 

 

8.4.3. サーチパス追加  

1. ［ＰＡＳＳ］を長押しします。  

2. サブダイヤルでバンク番号を選びます。  

3. ［ＤＯＷＮ］を押します。  

4. サブダイヤルで最後のチャンネルを選びます。  

○下限、上限周波数が「－－－－．－－－－－－」と表示されます。  

5. ［数字］で下限周波数を入力し、［ＤＯＷＮ］を押します。  

6. ［数字］で上限周波数を入力し、［ＥＮＴ］で登録します。  

○［ＣＬＲ］で元の画面に戻ります。 

○間違えたときは［ＰＡＳＳ］で消してください。 

 

 
図 47 サーチパス追加 

 

 

8.4.4. サーチパス消去（１個）  

1. ［ＰＡＳＳ］を長押しします。  

2. サブダイヤルでバンク番号を選びます。  

3. ［ＤＯＷＮ］を押します。  

4. サブダイヤルで消去したいチャンネルを選びます。  

5. ［ＰＡＳＳ］を押します。  

○以後の番号は１つ繰り上がります。  

○［ＣＬＲ］で元の画面に戻ります。 

 

 

8.4.5. サーチパス消去（バンク内すべて）  

1. ［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］長押し）を押します。  

2. ［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］で「ＤＥＬ Ｆ－ＰＡＳＳ」を選択します。 

3. サブダイヤルで消去したいバンクを選びます。  

○チャンネル番号表示部に表示される「＊＊」はこのバンクに周波数パスが記録されていることを表示しています。  

サブダイヤルでバンクが変わります。 

［数字］で下限・上限周波数を入力します。 
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○［－－］と表示された場合はそのバンクに周波数パスはありません。  

○バンク番号に「Ｖ」と表示されたときはＶＦＯサーチ周波数パスです。  

4. ［ＰＡＳＳ］を押すと消去されます。  

5. ［ＥＮＴ］で終了します。  

 

 
 

 

 

図 48 パス周波数消去（バンク内すべて） 

 

 

8.5. サーチグループ 

サーチグループはサーチ時の動作を指定するサーチ条件（ポーズ時間、ディレー時間、ボイスサーチ、オートストア機能）

の設定、および、 

複数のサーチバンクを連続してサーチするバンクリンク設定ができ、目的別に登録しておくと、必要時にサーチグループ

を選択すれば同じ条件で受信することができます。 

また、複数のサーチバンクを連続してサーチするバンクリンク設定ができます。 

サーチグループは２０組あり、０～１９のサーチバンクグループ番号で区別します。 

（スキャンにもスキャングループが２０組あり、０～１９のスキャンバンクグループ番号で区別します。） 

１つのサーチグループには次の項目を登録できます。 

 バンクリンクのＯＮ／ＯＦＦ 

 バンクリンクするバンク番号  

 ポーズ・サーチ時間  

 ディレー時間  

 ボイスサーチ 

 オートストア 

 

サーチグループの選択 

１．［ＳＲ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＲＣＨ］）を押します。 

２．サーチで使用するサーチグループ（サーチバンクグループ番号）をサブダイヤルで選びます。 

３．［ＥＮＴ］を押すとそのサーチグループを選択できます。 

○このあとにサーチを開始するとき、ここで選択したサーチグループに登録のサーチ条件で受信します。 

○バンクリンク登録していないサーチバンクを選んでサーチすることもできます。 

○選択したサーチグループにバンクリンクＯＮ設定してあると、バンクリンクしたいずれかのサーチバンク番号を選ぶこ

とでバンクリンクした複数のサーチバンクを順にサーチします。 

 

 

8.5.1. サーチグループ バンクリンクＯＮ／ＯＦＦ設定  

バンクリンクは任意の組み合わせのサーチバンクを連続してサーチしたい場合に使用します。  

1. ［ＳＲ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＲＣＨ］）を押します。 

2. 設定したいサーチグループ（サーチバンクグループ番号）をサブダイヤルで選びます。 

3. ［ＰＡＳＳ］を押します。 

○押すたびにＯＮ，ＯＦＦが切り替わります。  

○［ＥＮＴ］を押すと登録して設定を終わります。  

「＊＊」は周波数パスが登録されていることを表します。 



 

52 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目へ移動します。 

 

 

 

 
 

 

 

図 49 バンクリンクＯＮ／ＯＦＦ 

 

 

8.5.2. サーチグループ バンクリンクの設定  

1. ［ＳＲ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＲＣＨ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選びます。  

3. リンクしたいバンク番号の［数字］キーを押します。  

○再度同じ数字を押すと解除されます。  

○１０の位は［ . ］を押します。  

例）バンク２１をリンクする場合  

［ . ］，［ . ］，［１］と入力します。  

4. 他に変更項目がない場合は［ＥＮＴ］を押します。  

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目へ移動します。  

 

 

8.5.3. サーチグループ ポーズ時間  

ポーズ時間は受信信号で停止中、サーチを再開するまでの時間です。ポーズ時間を設定すれば聞き流しができます。  

ポーズ時間の設定値はＯＦＦ，１～６０秒となります。  

ＯＦＦの時はポーズサーチ機能を行いません（受信信号で停止すると信号がなくなるか、ダイヤル操作するまで止まった

ままになります）。  

1. ［ＳＲ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＲＣＨ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選び、［ＤＯＷＮ］を押します。  

3. サブダイヤルで選びます。  

○［ＰＡＳＳ］を押すとＯＦＦになります。０の位置にしてもＯＦＦになります。  

4. ［ＥＮＴ］で登録、もしくは、［ＤＯＷＮ］を押し次の項目画面に移ります。  

 

 
図 50 ポーズ時間 

 

 

［ＰＡＳＳ］でＯＮ／ＯＦＦします。 ［ . ］で矢印が下がります（１０の位）。 

サブダイヤルでグループ番号が変わります。 
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8.5.4. サーチグループ ディレー時間  

ディレー時間は受信信号が切れてからサーチを再開するまでの時間です。  

ディレー時間の設定が短いと相手の応答を待たずにサーチを再開してしまい、長すぎるとサーチ再開が遅くなってしまい

ます。  

設定範囲はＯＦＦ，ＨＯＬＤ，０．１～９．９秒です。  

1. ［ＳＲ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＲＣＨ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選び、［ＤＯＷＮ］を２回押します。  

3. サブダイヤルを回して時間を選びます。  

○ＨＯＬＤの時は一度信号で停止するとメインダイヤル、［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］などの操作を行うまで停止した状

態を保持します。  

4. ［ＥＮＴ］で登録、もしくは、［ＤＯＷＮ］を押し次の項目画面に移ります。  

 

 
図 51 ディレー時間 

 

 

8.5.5. サーチグループ ボイスサーチの設定（検出レベル）  

ボイスサーチは受信音に音声成分が含まれていないときスキップします。  

音声の検出レベルはＯＦＦ、１～７まで設定できます。  

1. ［ＳＲ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＲＣＨ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選び、［ＤＯＷＮ］を３回押します。  

3. サブダイヤルを回してレベルを調整します。  

○［ＰＡＳＳ］で前回の設定値とＯＦＦを切り替えます。  

○設定範囲はＯＦＦ，１～７です。  

4. ［ＥＮＴ］で登録もしくは、［ＤＯＷＮ］を押し次の項目画面に移ります。  

 

 
図 52 ボイスサーチ 

 

 

 

8.5.6. サーチグループ オートストア（検出したものをＢａｎｋ３９のメモリチャンネル登録）  

サーチで受信した周波数を自動的にメモリチャンネルに書き込む機能です。  

書き込む条件は次のとおりです。 

 書き込むバンクは３９です。  

 バンク３９に空きがない場合は書き込みません。  

 もし同じ周波数がすでにある場合は書き込みません。  
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1. ［ＳＲ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＲＣＨ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選び、［ＤＯＷＮ］を４回押します。  

3. サブダイヤルでＯＮ／ＯＦＦを決定します。  

○［ＰＡＳＳ］でＢａｎｋ３９のメモリチャンネルすべてが消去されます。  

4. ［ＥＮＴ］で登録します。  

○［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］を押すことで各項目を確認できます。  

 

 
図 53 オートストア 
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9. メモリチャンネルとスキャン 
 

9.1. メモリチャンネル読み出し・スキャン  

メモリチャンネルには１つの周波数と受信モード、ＩＦ帯域幅などのデータを登録します。これを読み出すのがメモリチ

ャンネル読み出しモードです。 

スキャンは選択したメモリバンク内に登録されたメモリチャンネルを順に受信して電波を探す機能です。 

メモリチャンネルは２０００チャンネルあり、４０組のメモリバンクに割り振ることができます。（出荷時は各５０チャ

ンネル） 

スキャン条件を目的別に登録しておくスキャングループが２０組（スキャンバンクグループ番号０～１９）あり、スキャ

ン条件（ポーズ時間、ディレー時間、ボイススキャン、モードスキャン）設定、および、複数のメモリバンクを連続して

スキャンするバンクリンク設定ができます。 

受信レベルがスケルチ値以上の信号を探しますので、スケルチツマミはノイズが消えるぎりぎりの位置に合わせてくださ

い。 

 

 
図 54 スケルチ調整 

 

1. ［ＳＣＡＮ］を１回押すとメモリチャンネル読み出しモードになります。 （モード表示 ＭＥＭ） 

2. 再度［ＳＣＡＮ］を押すとスキャンモードになります。 （モード表示 ＳＣＡＮ） 

○メモリチャンネルになにも設定されていない場合、メモリチャンネル読み出しモード、スキャンモードにはなりません。  

 

 

 

 
 

 

 

図 55 スキャンの表示 

 

9.1.1. メモリチャンネル読み出し（メインダイヤル）  

メモリされているチャンネルを読み出して受信します。  

1. メモリチャンネル読み出しの状態でメインダイヤルを回します。次々にメモリチャンネル番号が変わり受信できます。  

○［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］でも選べます。長押しするとスキャンモードになります。  

○サブダイヤルでバンクを変えることができます。その際、バンクの最初のチャンネルまたは最後のチャンネルにな

ります。  

 

 

スキャン中は「ＳＣＡＮ」と表示されます。 

メモリチャンネル番号 

メモリバンク番号 

スキャンバンクグループ番号 
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9.1.2. メモリチャンネル読み出し（数字キー）  

例）バンク１の６７番を読み出す場合は次のようにします。  

1. ［０］，［１］［６］［７］と押しメモリチャンネルを呼び出します。  

○［ＥＮＴ］は必要ありません。  

○指定のメモリチャンネルが登録されていないとエラーとなります。 

 

 

 

9.1.3. スキャン  

スキャンは選択したメモリバンク内に登録されたメモリチャンネルを順に受信して受信信号を探します。 

また、スキャン条件を目的別に登録しておくスキャングループが２０組（スキャンバンクグループ番号０～１９）あり、

ます。スキャン条件（ポーズ時間、ディレー時間、ボイススキャン、モードスキャン）設定、および、複数のメモリバン

クを連続してスキャンするバンクリンク設定ができます。 

受信信号があると停止して受信します。スケルチツマミはノイズが消えるぎりぎりの位置に合わせてください。  

 

1. メモリチャンネル読み出しモードの時に［ＳＣＡＮ］を押すとスキャンモードになります。  

2. 受信信号で停止中に［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］かメインダイヤルを回すと次の周波数に移り検索を再開します。  

○メインダイヤル，［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］で検索方向を変えられます。  

○スキャン停止中に［ＥＮＴ］を押すと受信している周波数で［ＶＦＯ－Ｃ］に移ります。  

○検索中に［ＳＣＡＮ］ボタンを押すとメモリチャンネル読み出しモードになります。  

 

 

◎ ひとつのメモリバンク内のメモリチャンネルをスキャンする場合 

１．メモリチャンネル登録で、スキャンしたい一連の周波数ごとに、同じメモリバンクのメモリチャンネルに登録する。 

あらかじめ、受信したい周波数（登録時の受信モード、ＩＦ帯域幅、ステップなどを含む）やテキストなどをメモリチャ

ンネルに登録する。 

２．スキャングループを選択する。（必要に応じてスキャン条件やバンクリンクを設定する。） 

３．[SCAN]キーを押してメモリチャンネル読み出しモードにする。（モード表示 ＭＥＭ） 

４．バンク設定（数字入力）、または、バンク設定（サブダイヤル入力）でスキャンしたいメモリバンク番号を選ぶ。 

５．再度[SCAN]キーを押してスキャンモードにするとスキャンが始まります。（モード表示 ＳＣＡＮ） 

○選択したメモリバンクのメモリチャンネルを順に、２で選択したスキャングループのスキャン条件でスキャンします。 

○スキャン中にバンク設定でメモリバンクを変更することもできます。 

○選択したスキャングループにバンクリンクＯＮ設定してあると、バンクリンクしたいずれかのメモリバンク番号を選ぶ

ことでバンクリンクした複数のメモリバンクのメモリチャンネルを順にスキャンします。 

 

 

 

9.1.4. スキャン（バンク変更）  

バンクリンクされていない場合、同じバンクを繰り返します。  

バンクリンクに指定されているバンクでかつバンクリンク機能がＯＮの場合、バンクリンク指定されているバンク番号を

順番に受信していきます。  

1. ［数字］キーで入力します。  

○［数字］キーを押すと押された数字のバンクに移ります。  

2. サブダイヤルを回して選びます。  

○書き込まれている次のバンクに変わります。  
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9.1.5. メモリチャンネルのテキスト表示  

メモリチャンネルに登録されているテキスト文字の表示を行います。  

［ＴＥＸＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＭＨｚ］）を押すと次のように表示されます。  

1. テキスト表示  

2. テキスト＋周波数表示  

3. 周波数表示（通常） 

※もう一度押すと１に戻ります  

 

 

 

9.2. メモリチャンネルの書き込み 

メモリチャンネルには１つの周波数とテキストを書き込むことができます。  

オプションの設定、ＩＦ帯域幅、ＡＴＴなどの各種の設定をメモリチャンネルに書き込むことができます。 

ＶＦＯの状態で各種設定を行えば、その設定内容がメモリチャンネルに書き込まれます。  

 

 

 

9.2.1. メモリチャンネル登録（ＶＦＯから）  

例）次のチャンネルをメモリバンク３、メモリチャンネル００に登録します。  

 周波数：８０．０００ＭＨｚ  

 テキスト：ＦＭ  

1. ＶＦＯ動作の状態にします。  

2. ［８］，［０］，［ＭＨｚ］を押し、８０ＭＨｚを受信します。  

○受信モード、周波数ステップ、ＩＦ帯域幅、アンテナなど項目が必要ならばこのときに設定しておきます。  

3. ［ＭＨｚ］を長押しします。  

○空きメモリチャンネルがあれば自動的に探し出し、そのチャンネル番号を表示します。  

4. ［０］，［３］，［０］，［０］と入力し、バンク０３、チャンネル００を選択します。 

これ以外にも方法は次のとおりあります。  

○［数字］キーで直接バンク番号とチャンネル番号の４桁数字を押します。  

○メインダイヤルを回すとチャンネル番号が変わります。  

○サブダイヤルを回すとバンクを変えてそのバンクの最初の空きチャンネル番号を表示します。  

○チャンネル内容表示時に「－－－－」と表示されたときはそのメモリチャンネルは空きです。  

5. ［ＥＮＴ］を押し登録します。  

6. テキストを入力します。次のように操作し「ＦＭ」を入力します。  

① 数字［３］、サブダイヤルを右に５回 → ’Ｆ’  

② 数字［４］→ ’Ｍ’  

○［ＵＰ］［ＤＯＷＮ］でカーソルが移動します。  

7. ［ＥＮＴ］を押し登録します。 

○テキスト入力時の［数字］キーの割り当ては次のようになります。サブダイヤルで次（前）の文字（Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ．．．）

になります。  

［１］： ‘ ’（スペース）   ［２］： ‘１’  

［３］： ‘Ａ’    ［４］： ‘Ｍ’  

［５］： ‘Ｚ’    ［６］： ‘９’  

［０］： ‘－’   

○カーソルは［ＤＯＷＮ］で左、［ＵＰ］で右に移動します。 

○［ＰＡＳＳ］でカーソル位置の文字を削除します。［ . ］でスペースを挿入します。 
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図 56 メモリチャンネル登録 

 

 

9.2.2. メモリチャンネル内容変更 

メモリチャンネルの設定内容は後から変更することができます。各メモリチャンネルには次のデータが書き込まれます。  

◎周波数    受信モード   ステップ周波数  ＩＦ帯域幅 

◎テキスト   ステップ・アジャスト ディエンファシス  アンテナ端子    

アッテネータ ＡＧＣモード   ＣＴＣＳＳ   ＤＣＳ  

オートノッチ  

 

○各項目を変更する場合はＶＦＯにおけるモードの変更と同様にこのモードで受信中に変更します。 

［ＥＮＴ］の押し方によりメモリチャンネルの一時的変更と変更内容登録の違いがあります。 

○メモリチャンネルの内容を変えずに一時的に変更するには次のようにします。  

1. 目的の設定を行い［ＥＮＴ］を押します。 

○同じメモリチャンネルを切り替えずに受信する間のみ変更内容が有効です。他のメモリチャンネルや他のモードに切り

替えると再び同じメモリチャンネルに切り替えても、メモリチャンネルに登録された内容での受信に戻ります。  

 

○変更を記憶する場合は次のようにします。  

1. 項目の設定を行い最後に登録を行う［ＥＮＴ］を長押しします。  

 

○データ項目のうち◎印の項目は、この方法ではなく、メモリチャンネル登録の方法で変更できます。ＶＦＯ動作から（必

要時は周波数を変更して）メモリチャンネル登録で目的のバンク、メモリチャンネルを選び、（必要時はテキストを変更

して）上書きします。 

 

 

9.3. メモリチャンネルの消去  

メモリチャンネルを消去します。  

一度消去したメモリチャンネルは復活することはできません。消去した場合には再度メモリチャンネルの書き込み操作を

行うことになります。  

 

 

9.3.1. メモリチャンネル消去（１個）  

メモリチャンネル読み出し時やスキャン停止時に操作します。  

1. ［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］）を押します。  

2. 消去確認の画面で［ＥＮＴ］を押すと消去されます。  

 

サブダイヤルでバンク変更 

メインダイヤルでメモリチャンネル変更 現在登録されている周波数 

なければ「― ― ― ―．― ― ― ― ― ―」 

現在受信中の周波数 
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9.3.2. メモリチャンネル消去（バンクすべて）  

１つのバンク内すべてのメモリチャンネルを消去します。  

1. ［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］長押し）を押します。  

（「ＤＥＬ ＭＥＭ－ＣＨ」が選択されています。） 

2. サブダイヤルで消去したいバンクを選びます。  

○チャンネル番号表示部に表示される「＊＊」はこのバンクに周波数パスが記録されていることを表示しています。  

○［－－］と表示された場合はそのバンクに周波数パスはありません。  

3. ［ＰＡＳＳ］を押すと消去されます。  

4. ［ＥＮＴ］で終了します。 

 

 

 

 
 

 

 

図 57 パス周波数消去（バンク内すべて） 

 

 

 

9.4. メモリチャンネルパス  

スキャン中受信する必要のないチャンネルを登録するとスキャン中無視します。  

この操作により書き込まれているメモリチャンネルの内容は消去されません。  

メモリチャンネル読み出し時にはそのまま読み出せ、パスを解除することができます。  

 

 

 

9.4.1. メモリチャンネルパス設定（１個） 

メモリチャンネル読み出しモードかスキャン中、信号を受けて停止中の時にメモリチャンネルパスのＯＮ／ＯＦＦを登録

します。  

1. メモリチャンネル番号をダイヤル、［数字］などで読み出すか、スキャンで信号を受けて停止中の状態にします。 

2. ［ＰＡＳＳ］を押します。  

3. 同じメモリチャンネルで再度［ＰＡＳＳ］を押すと解除されます。  

○パス周波数はメモリチャンネル読み出しモードの時か、スキャンモードで信号を受けて停止中に設定できます。  

○スキャンモードの検索中には設定できません。  

○登録解除はメモリチャンネル読み出しモードで行います。  

 

 

 

「＊＊」はメモリチャンネルが登録されていることを表します。 

「ＰＡＳＳ」と表示されます。 
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図 58 パスチャンネル 

 

 

9.4.2. メモリチャンネルパス解除（バンク内すべて）  

１つのバンク内すべてのメモリチャンネルパスを解除します。  

1. ［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］長押し）を押します。  

2. ［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］で「ＤＥＬ Ｍ－ＰＡＳＳ」を選択します。 

3. サブダイヤルで消去したいバンクを選びます。  

○チャンネル番号表示部に表示される「＊＊」はこのバンクに周波数パスが記録されていることを表示しています。 

○［－－］と表示された場合はそのバンクに周波数パスはありません。  

4. ［ＰＡＳＳ］を押すと解除されます。  

5. ［ＥＮＴ］で終了します。 

 

 
 

 

図 59 パス周波数消去（バンク内すべて） 

 

 

 

9.5. スキャングループ  

スキャングループはバンクリンクや下記のスキャン条件設定を使用目的別にグループに登録しておき、いつでも設定値な

どを入れなおす必要なく同じ条件で受信することができます。  

スキャングループは２０組あります。  

１つのスキャングループには次の設定項目の登録を行うことができます。  

 バンクリンクのＯＮ／ＯＦＦ  

 バンクリンクするバンク番号  

 ポーズ・スキャン時間  

 ディレー時間  

 ボイススキャン  

 モードスキャン  

 

 

「＊＊」はパスチャンネルが登録されていることを表します。 
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9.5.1. スキャングループ バンクリンクＯＮ／ＯＦＦ設定  

1. ［ＳＣ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＣＡＮ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選びます。  

3. ［ＰＡＳＳ］を押します。  

○押すたびにＯＮ，ＯＦＦが切り替わります。  

○［ＥＮＴ］を押すと登録して設定を終わります。  

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目へ移動します。  

 

 

 

 
 

 

 

図 60 バンクリンクＯＮ／ＯＦＦ 

 

 

 

9.5.2. スキャングループ バンクリンクの設定  

1. ［ＳＣ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＣＡＮ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選びます。  

3. リンクしたいバンク番号の［数字］キーを押します。  

○再度同じ数字を押すと解除されます。  

○１０の位は［ . ］を押します。  

例）バンク２１をリンクする場合  

［ . ］，［ . ］，［１］と入力します。  

4. 他に変更項目がない場合は［ＥＮＴ］を押します。  

○［ＵＰ］または［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目へ移動します。  

 

 

 

9.5.3. スキャングループ ポーズ時間  

ポーズ時間は受信信号で停止中、スキャンを再開するまでの時間です。ポーズ時間を設定すれば聞き流しができます。  

ポーズ時間の設定値はＯＦＦ，１～６０秒となります。  

ＯＦＦの時は受信信号で停止すると信号がなくなるか、ダイヤル操作するまで止まったままになります。  

1. ［ＳＣ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＣＡＮ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選び、［ＤＯＷＮ］を押します。  

3. サブダイヤルで選びます。  

○［ＰＡＳＳ］を押すとＯＦＦになります。０の位置にしてもＯＦＦになります。  

○設定範囲はＯＦＦ，１～６０秒です。  

○ＯＦＦの時はポーズサーチ機能を行いません。  

4. ［ＥＮＴ］で登録、もしくは、［ＤＯＷＮ］を押し次の項目画面に移ります。 

 

［ＰＡＳＳ］でＯＮ／ＯＦＦします。 

［ . ］で矢印が下がります（１０の位）。 

サブダイヤルでグループ番号が変わります。 
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図 61 ポーズ時間 

 

 

 

9.5.4. スキャングループ ディレー時間  

ディレー時間は受信信号が切れてからサーチを再開するまでの時間です。  

設定値はＯＦＦ，０．１～９．９秒です。  

1. ［ＳＣ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＣＡＮ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選び、［ＤＯＷＮ］を２回押します。  

3. サブダイヤルを回して時間を選びます。  

○設定範囲はＯＦＦ，０．１～９．９秒です。  

4. ［ＥＮＴ］で登録、もしくは、［ＤＯＷＮ］を押し次の項目画面に移ります。  

 

 
図 62 ディレー時間 

 

 

 

9.5.5. ボイススキャン レベル／ＯＦＦ設定  

ボイススキャンは受信音に音声成分が含まれていないときスキップします。  

音声の検出レベルはＯＦＦ、１～７まで設定できます。  

1. ［ＳＣ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＣＡＮ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選び、［ＤＯＷＮ］を３回押します。  

3. サブダイヤルを回してレベルを調整します。  

○［ＰＡＳＳ］で前回の設定値とＯＦＦを切り替えます。  

○設定範囲はＯＦＦ，１～７です。  

4. ［ＥＮＴ］で登録もしくは、［ＤＯＷＮ］を押し次の項目画面に移ります。 

 

 
図 63 ボイススキャン 
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9.5.6. モードスキャン 

指定された受信モードのメモリチャンネルをバンク内で選んで受信します。「ＡＬＬ」は全モードをスキャンします。 

1. ［ＳＣ．ＭＯＤＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＣＡＮ］）を押します。  

2. バンクリンクグループ番号をサブダイヤルで選び、［ＤＯＷＮ］を４回押します。  

3. サブダイヤルで目的のモードを選びます。  

○［ＰＡＳＳ］でＡＬＬになります。  

4. ［ＥＮＴ］で登録もしくは、［ＤＯＷＮ］を押し最初の項目画面に移ります。 

 

 
図 64 モードスキャン 

 

 

 

9.6. セレクトスキャン  

セレクトスキャンはすべてのメモリチャンネルの中で登録したチャンネルのみをスキャンします。  

セレクトスキャンに登録されたメモリチャンネルはそのメモリチャンネルがパスチャンネルになっていても受信します。  

セレクトスキャンには最大１００チャンネル登録できます。  

 

 

9.6.1. セレクトスキャン実行  

1. ［Ｓ．ＳＣＡＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［４］）を押します。  

○このモードを終了したい場合は［ＳＣＡＮ］，［ＳＲＣＨ］，［ＶＦＯ］を押します。  

○バンク番号の前に「Ｓ」が表示されます。  

○セレクトスキャンに登録されたメモリチャンネルがない場合はエラーになります。  

 

 
 

 

図 65 セレクトスキャン実行 

 

 

9.6.2. セレクトスキャン登録、解除  

セレクトスキャンチャンネルの登録・解除は通常のスキャンで停止中かメモリチャンネル読み出しモードの時に行えます。 

1. ［Ｓ．ＳＥＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＰＡＳＳ］）を押します。  

○セレクトスキャンチャンネルの登録はメモリチャンネル読み出しモードの時か、スキャンモードで信号を受けて停止中

に設定できます。  

○「Ｓ」の表示がバンクの番号表示の横にでます。  

○同じ操作を再度行うと登録が解除されます。  

セレクトチャンネルは「Ｓ」と表示されます。 
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図 66 セレクトチャンネル登録 

 

 

9.6.3. セレクトスキャンすべて解除  

セレクトスキャンチャンネルすべての登録を解除します。  

1. ［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］長押し）を押します。  

2. ［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］で「ＤＥＬ ＳＥＬ－ＣＨ」を選択します。 

○チャンネル番号表示部に表示される「＊＊」はセレクトチャンネルが記録されていることを表示しています。  

○［－－］と表示された場合はセレクトチャンネルはありません。  

3. ［ＰＡＳＳ］を押すと解除されます。  

4. ［ＥＮＴ］で終了します。  

 

 
 

 

 

図 67 セレクトチャンネル全登録解除 

 

 

セレクトチャンネルは「Ｓ」と表示されます。 

「＊＊」はセレクトチャンネルが登録されていることを表します。 
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10. 時計 
 

10.1. 時計セット 

ＡＲ６０００の時計はデュアルクロック（時計１、時計２）になっています。 

時計１にはカレンダー（年月日）と時刻（時分秒）および各地の標準時など３文字のテキストを設定できます。 

時計２は、時計１の時刻に対して、任意の時差（時間単位）の時刻および３文字のテキストを設定できます。（分単位の

時差およびカレンダーの設定には対応していません。） 

時計表示操作で時計１または時計２を切り替えて表示でき、選択した方を待機画面に時計表示します。 

また、時計１は、アラーム機能で取り扱う時刻、ＳＤカードのファイルの日付時刻にも使用します。 

 

10.1.1. 時刻設定（時計１）  

1. ［ＣＬＯＣＫ］（［ＦＵＮＣ］＋［７］ 長押し）を押します。  

2. サブダイヤルで１２時間表示か２４時間表示を選びます。  

3. ［ＤＯＷＮ］で次の項目へ移ります。  

4. メインダイヤルとサブダイヤルで時間と分をあわせます。  

5. ［ＤＯＷＮ］を押します。  

6. ［数字］キーで最寄の文字を出します。  

7. サブダイヤルを回し目的の文字にします。  

8. ［ＵＰ］でカーソルを次に移します。  

9. 文字を入力後、［ＥＮＴ］を押すか、［ＵＰ］を長押しします。続いて時計２の設定に移ります。  

○テキスト入力時の［数字］キーの割り当ては次のようになります。サブダイヤルで次（前）の文字 

（Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ．．．）になります。  

［１］： ‘ ’（スペース）   ［２］： ‘１’  

［３］： ‘Ａ’    ［４］： ‘Ｍ’  

［５］： ‘Ｚ’    ［６］： ‘９’  

［０］： ‘－’   

○カーソルは［ＤＯＷＮ］で左、［ＵＰ］で右に移動します。 

○［ＰＡＳＳ］でカーソル位置の文字を削除します。［ . ］でスペースを挿入します。 

 

 

 
 

図 68 時計１設定 

 

10.1.2. 時刻設定（時計２）  

10. 時計２の時刻をメインダイヤルで時間のみ入力します。  

○分以下は変更できません。  

11. ［ＤＯＷＮ］を押し、次の項目に移ります。  

12. デュアル時計のテキストを入力します。  

13. ［ＥＮＴ］でカレンダーの設定に移ります。  

メインダイヤル サブダイヤル 

時計番号 
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図 69 時計２設定 

 

10.1.3. カレンダー設定  

14. サブダイヤルで年を入力し、［ＤＯＷＮ］で次の項目に移ります。  

15. サブダイヤルで月を入力し、［ＤＯＷＮ］で次の項目に移ります。  

16. サブダイヤルで日を入力し、［ＥＮＴ］を押し登録します。  

○カレンダーはカレンダー表示のほかにＳＤカードのファイルの日付に使われます。 

○年月を選択する過程でカレンダーに無い日付（２月３１日など）の組み合わせになった際に 

ＤＡＹがその年月の最終日に変更されますので、年月を選択後にＤＡＹで日を選択してください。 

 

 
 

 

図 70 カレンダー設定 

 

 

10.2. 時計表示  

時計表示に切り替えます。  

1. ［ＣＬＯＣＫ］（［ＦＵＮＣ］＋［７］）を押すと時計表示になります。  

○サブダイヤルを回すと時計１，時計２の表示が切り替わります。  

○再度［ＣＬＯＣＫ］を押すと元の表示に戻ります。  

 

 
図 71 時計表示 

 

 

10.3. アラームセット  

指定の時刻になると受信を開始したり（待ち受け受信）、ビープ音を鳴らすことができます。  

一度登録した時間は再度設定、登録を行うまで有効です。  

設定時刻は時計１で機能します。  

アラーム機能を一度設定すると毎日同じ時間に鳴ります。  

メインダイヤル サブダイヤル 

時計番号 

［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］でカーソル移動 

サブダイヤルで値変更 
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10.3.1. アラーム・ラジオ設定  

1. ［ＡＬＡＲＭ］（［ＦＵＮＣ］＋［８］ 長押し）を押します。  

2. 時刻を合わせます。  

○メインダイヤルで時間、サブダイヤルで分を設定します。  

3. ［ＤＯＷＮ］で次の項目に移ります。  

○または[ＥＮＴ]で登録し終了します。  

4. サブダイヤルでアラームまたはラジオの鳴っている時間を設定します。  

○アラームまたはラジオはこの時間でなり始め、この時間を過ぎると電源が切れます。（ＳＤカード録音機能を有効

にした場合は電源が切れません。） 

○設定時間は１分から１２０分の間です。 

5. ［ＤＯＷＮ］で次の項目に移ります。  

6. サブダイヤルでアラーム時の動作を次の中から選択します。  

 ＢＥＥＰ  ビープ音が鳴ります。 

 ＲＡＤＩＯ  通常電源ＯＮします。 

 ＲＡＤＩＯ（ＳＤ ＲＥＣ， ＳＱＬ ＳＫＩＰ ＯＮ） 

  （注） スケルチが開いているときにＳＤカードに録音します。 

 ＲＡＤＩＯ（ＳＤ ＲＥＣ， ＳＱＬ ＳＫＩＰ ＯＦＦ） 

  （注） ＳＤカードに録音します（スケルチが閉じていても録音します）。 

（注：これらのＳＤカード録音機能を選択した場合は、フロントパネルの［ＰＯＷＥＲ］キーやスリープ設定によって電

源が切れません。もし、強制的に電源を切った状態でアラーム時刻になった場合は、電源オン後にＳＤカードを認識する

までの所要時間のため、電源オン直後に録音を開始できない場合があります。） 

7. サブダイヤルでアラーム時の音量を決めます。  

○設定音量は最小：０～最大：８（ＢＥＥＰの場合）、２５５（ＲＡＤＩＯの場合）です。  

○サブダイヤルを回すと設定値の音量で音が出ます。  

8. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。 

 

 

 
 

 

 

（ａ）時間設定 

 

 

 
 

 

（ｂ）継続時間設定 

 

 

 

メインダイヤルであわせます。 

サブダイヤルであわせます。 

サブダイヤルであわせます。 
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（ｃ）動作設定 

 

 

 
 

（ｄ）音量設定 

 

図 72 アラーム設定 

 

 

 

10.3.2. アラーム実行  

1. ［ＡＬＡＲＭ］（［ＦＵＮＣ］＋［８］）を押します。  

○再度［ＡＬＡＲＭ］を押すと解除されます。  

2. ［ＰＯＷＥＲ］で電源を切ります。またはスリープ操作により自動的に電源を切ります。  

○リアにある主電源は切らないで下さい。  

○外部ＤＣ１２Ｖの電源は切らないで下さい。  

3. 設定時間になるとアラーム動作が実行されます。  

○ビープ音が鳴っているときはキーの操作やダイヤル操作などなにか操作すれば通常の受信状態になります。  

○ラジオの場合は何か操作を行うと、音量は音量ツマミ「ＡＦ．ＧＡＩＮ」で調整できるようになります。  

○何かを操作した後でも設定した時間を過ぎると電源が切れます。  

 

 

 

 
図 73 アラーム実行 

 

 

 

サブダイヤルであわせます。 

サブダイヤルであわせます。 

「ＡＬＡＲＭ」と表示されます。 
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10.4. スリープセット  

スリープ機能は設定された時間が経過すると電源が自動的に切れる機能です。  

 

 

10.4.1. スリープ設定  

1. ［ＳＬＥＥＰ ＳＥＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［９］長押し）を押します。  

2. サブダイヤルで電源が切れるまでの時間（分単位）を入力します。 

○スリープ機能は 本機の時計の分の桁に ここで入力した時間（分）を加えた時刻の００秒に電源が切れる動作をします。 

3. ［ＥＮＴ］を押し登録します。 このとき同時にスリープ実行しますので指定時刻に電源が切れる動作をします。 

○設定時間は１分から９９分までです。 

○登録した時間は再度設定を行うまで有効です。 

 

 
図 74 スリープ設定 

 

 

10.4.2. スリープ実行  

1. ［ＳＬＥＥＰ］（［ＦＵＮＣ］＋［９］）を押します。  

○再度［ＳＬＥＥＰ］を押すと解除されます。  

○スリープ動作を行うときは［ＰＯＷＥＲ］を押さないで下さい。  

○［ＰＯＷＥＲ］を押すとスリープが解除され電源が切れます。 

 

 

 

 
図 75 スリープ実行 

 

 

「ＳＬＥＥＰ」と表示されます。 
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11. プライオリティチャンネル  

 

プライオリティ機能とは指定されたプライオリティ（優先）チャンネルをスキャンやサーチ、各ＶＦＯ、メモリチャンネ

ル読み出しなどすべての状態において、指定されたインターバル時間間隔で受信チェックを行い、プライオリティチャン

ネルを優先的に受信する機能です。プライオリティチャンネルの通信が終了した後は元の動作に戻ります。  

プライオリティ機能を使用していてある周波数を連続受信している場合、プライオリティチャンネルを見に行くためプツ、

プツと音がします。  

 

11.1. プライオリティチャンネルの実行  

1. ［ＰＲＩＯ］でプライオリティ動作に入ります。  

○プライオリティ動作時はＬＣＤ画面上部に「ＰＲＩＯ」と表示されます。  

○再度［ＰＲＩＯ］を押すとプライオリティ動作を解除します。  

 

 

 

 

 
図 76 プライオリティ受信の実行 

 

11.2. プライオリティチャンネルの登録  

プライオリティチャンネルはメモリチャンネルのなかから１チャンネルだけを最優先チャンネルとして登録します。 

インターバル時間登録はプライオリティチャンネルをチェックする時間間隔です。  

登録した元のメモリチャンネルの内容を変更したり、消去した場合でもプライオリティチャンネルの登録内容は元のメモ

リチャンネルのままです。変更したメモリチャンネルと同じ状態にするには再度同じメモリチャンネルを登録します。  

 

例）メモリバンク０１、メモリチャンネル３０、インターバル時間を１０秒としてプライオリティチャンネルに設定する

場合は次の通りです。  

1. ［ＰＲ．ＳＥＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＰＲＩＯ］）を押します。  

2. ［１］を押しバンクを設定します。  

○サブダイヤルでも操作できます。  

3. ［３］、［０］を押し、メモリチャンネルを設定します。  

○メインダイヤルでも操作できます。  

4. ［ＤＯＷＮ］を押し次の項目に移ります。 

5. サブダイヤルでインターバル時間を「１０」にあわせます。  

○インターバル時間の設定範囲は１秒～６０秒です。  

6. ［ＥＮＴ］を押し登録します。 

 

 
図 77 プライオリティチャンネル登録 

「ＰＲＩＯ」と表示されます。 
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12. その他の設定 

 

12.1. キーロックのＯＮ／ＯＦＦ  

キーロックはダイヤルや操作キーを間違って触れ受信動作が変化してしまうことを防ぐための機能です。  

1. ［Ｋ．ＬＯＣＫ］（［ＦＵＮＣ］＋［２］）を押します。 

○再度［Ｋ．ＬＯＣＫ］を押すと解除されます。  

○キーロック中でもスケルチ、ＡＦ．ＧＡＩＮは操作できます。 

 

 

 

 
図 78 キーロック 

 

 

 

12.2. ＡＧＣ設定  

内部でデジタル的に実現しているＡＧＣのリリース時間の変更を行います。  

リリース時間とはＡＭ系の信号で時間により信号の高度が変化する場合（ＣＷやＳＳＢなど）信号が受かった瞬間にＡＧ

Ｃを働かせ（ゲインを下げる）弱くなったときに徐々にＡＧＣを弱める（ゲインを上げる）時間のことです。  

この時間を短くするとＳＳＢの無音時やＣＷの送信していない瞬間にゲインがあがるために雑音が増えた感覚になり、長

くしすぎるとなかなかゲインが上がらずに次に出てきた弱い局が受信できないことになります。  

ＡＧＣをＯＦＦにした場合は、必要に応じて「ＲＦ．ＧＡＩＮ」機能と組み合わせて使用してください。 

 

1. ［ＡＧＣ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＳＴＥＰ］）を押します。  

2. サブダイヤルで目的のＡＧＣの時定数をＦＡＳＴ、ＭＩＤＤＬＥ，ＳＬＯＷ、ＯＦＦから選択します。  

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。  

○復調モードがＦＭ（ＷＦＭ、ＮＦＭ、ＳＦＭ、ＦＭＳＴ）の場合は設定できません。  

 

 
（ａ）ＡＧＣ設定 

 

 
 

（ｂ）ＡＧＣ ＯＦＦ 

図 79 ＡＧＣ 

キーロックを表すアイコンが表示されます。 

ＡＧＣ ＯＦＦのとき 

「＝」が表示されます。 
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12.3. アッテネータ（０ｄＢ，１０ｄＢ，２０ｄＢ，ＡＵＴＯ）  

そばで強力な電波が出ている場合、目的の電波が受信しにくい場合があります。このような場合などでＡＴＴを入れると

受信状態が良くなる場合があります。特にＨＦ以下の周波数を大きなアンテナなどで受信する場合やＴＶなどの送信所近

くなどの場合には１０ｄＢを選びＲＦ ＡＭＰをＯＦＦに設定すると効果的です。 

○ＳメータやＬＣＤの受信信号強度の表示はアンテナ端子の電圧値です。アッテネータを入れても値は変化しません。 

 

1. ［ＡＴＴ］を押します。  

2. サブダイヤルで０ｄＢ（ＲＦ．ＡＭＰあり），０ｄＢ（ＲＦ．ＡＭＰなし），１０ｄＢ，２０ｄＢ、ＡＵＴＯから選び

ます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。 

○ＡＵＴＯを選択すると受信信号の受信強度によりＡＴＴやＲＦ．ＡＭＰが自動設定されます。 

 

 

 

 
（ａ）アッテネータ設定 

 

 

 

 
（ｂ）アッテネータ表示 

図 80 アッテネータ 

 

 

 

12.4. ＲＦゲイン 

ＲＦゲインは手動で受信機のゲイン（増幅度）を調整します。 

ＳＳＢやＣＷの受信の場合ＲＦゲインにより感度を落として受信したほうが雑音が少なくなり聞きやすいことがあります。

受信状況により使用してください。 

この調整ツマミはスケルチツマミと共用しているのでスケルチとの同時使用はできません。スケルチは内部で開いた状態

になります。 

1. ［ＲＦ．ＧＡＩＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［６］）を押します。 

2. スケルチツマミを回しＲＦ．ＧＡＩＮを調整します。 

3. 再度［ＲＦ．ＧＡＩＮ］を押すと元の状態に戻ります。 

○Ｓメーターの振れが大きい時はゲインを下げている状態になります。 

○ＬＣＤの右上に「ＲＦＧ」と表示されます。 

 

 

 

ＡＭＰ ＯＮのとき「ＡＭＰ」と表示されます。 
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12.5. アンテナ選択（１～４、ＰＲＧ） 

周波数別にいくつかの受信アンテナがある場合にはプログラムによりアンテナの自動切換えができます。手動で切り替え

ることもできます。 

アンテナは１～４番までありますが、１番と２番のみ有効です。 

３，４番を選択した場合は１番のアンテナになります。 

オプションのアンテナ切り替え器をつけた場合には１～４本のアンテナ切り替え操作が可能です。 

アンテナ選択番号は各メモリチャンネルやサーチバンクに登録されます。 

1. ［ＡＮＴ］（［ＦＵＮＣ］＋［ＡＴＴ］）を押します。 

2. サブダイヤルでアンテナを選択します。 

○「ＰＲＧ」の場合は受信周波数により登録されたアンテナに自動的に切り替わります。 

○未登録の場合は１番のアンテナ端子が選ばれます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録されます。 

○初期値は１番です。 

○２５ＭＨｚ未満は２番のみ、３１５０ＭＨｚを超える周波数は１番のみです。 

 

 
図 81 アンテナ設定 

 

 

 

12.6. コンフィグ画面 

コンフィグ画面には次の項目があります。  

項目 内容 

ＬＡＭＰ ＬＣＤバックライトをＯＮ／ＯＦＦします。 

ＢＥＥＰ ビープ音量を設定します。０（最小）～７（最大）です。 

ＢＰＳ シリアルのボーレートを設定します。９６００，１９２００，３８４００， 

５７６００，１１５２００ｂｐｓのなかから選択します。 

ＬＯＣＡＬ 使用地域を設定します。ＵＳＡ，ＪＡＰＡＮ、ＥＵＲＯＰＥのなかから選択します。  

ＳＱＬ ＳＫＩＰ ＳＤ録音時、スケルチが閉じているとき録音するかどうかを設定します。ＯＮのとき

はスケルチが開いて受信音が聞こえている間の音だけを録音します。  

ＯＦＦのときはスケルチが閉じて無音状態の間も録音を続けます。 

ＵＮＩＴ 受信レベルの単位をｄＢｍ／ｄＢｕｖに切り替えます。 

ＡＮＴ ＰＲＯＧＲＡＭ アンテナプログラムを設定します。アンテナ端子を受信周波数により自動的に切り替

えます。 

ＳＤ ＩＮＦ ＳＤカード情報を表示します。 

ＷＲＩＴＥ ＴＯ ＳＤ メモリ内容をＳＤカードに書き込みます。 

ＲＥＡＤ ＦＲＯＭ ＳＤ ＳＤカードに保存されているメモリ内容を読み込みます。 

ＳＤ ＦＯＲＭＡＴ ＳＤカードフォーマットします。 

ＶＥＲＳＩＯＮ バージョンを表示します。 

ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ 工場出荷時の状態にリセットします。 

ＭＥＭＯＲＹ ＣＨＡＮＮＥＬ 

ＡＳＳＩＧＮ 

各メモリバンクのチャンネル数を割り当てます。 
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図 82 コンフィグ画面 

 

12.6.1. ランプＯＮ／ＯＦＦ 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押します。 

2. サブダイヤルでＯＮ／ＯＦＦを選択します。 

3. 他に変更項目がない場合は［ＥＮＴ］を押します。 

○または［ＤＯＷＮ］で次の項目へ移動します。 

 

 

12.6.2. ビープ音量／ＯＦＦ 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＤＯＷＮ］を１回押します。 

2. 「ＢＥＥＰ」でサブダイヤルを回しビープ音量を設定します。 

3. 他に変更項目がない場合は［ＥＮＴ］を押します。 

○または［ＤＯＷＮ］で次の項目へ移動します。 

 

 

12.6.3. ＲＳ２３２Ｃ（９６００，１９２００，３８４００，５７６００，１１５２００ｂｐｓ） 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＤＯＷＮ］を２回押します。 

2. 「ＢＰＳ」でサブダイヤルを回しシリアルスピードを設定します。 

3. 他に変更項目がない場合は［ＥＮＴ］を押します。 

○または［ＤＯＷＮ］で次の項目へ移動します。 

 

 

12.6.4. 地域設定 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＤＯＷＮ］を３回押します。 

2. 「ＬＯＣＡＬ」でサブダイヤルを回し ＵＳＡ，ＪＡＰＡＮ、ＥＵＲＯＰＥの中から選択します。 

3. 他に変更項目がない場合は［ＥＮＴ］を押します。 

○または［ＤＯＷＮ］で次の項目へ移動します。 
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12.6.5. スケルチスキップ設定（ＳＤ録音時） 

この項目がＯＮの場合、ＳＤ録音時にスケルチが閉じている間は録音を一時停止し、スケルチが開いている間の受信音の

みを録音します。 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＤＯＷＮ］を４回押します。 

2. 「ＳＱＬ ＳＫＩＰ」でサブダイヤルを回しＯＮ／ＯＦＦを選択します。 

3. 他に変更項目がない場合は［ＥＮＴ］を押します。 

○または［ＤＯＷＮ］で次の項目へ移動します。 

 

 

12.6.6. 受信レベル単位設定 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＤＯＷＮ］を５回押します。 

2. 「ＵＮＩＴ」でサブダイヤルを回し ｄＢｍ または ｄＢｕ （ｄＢｕｖ）を選択します。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］で次の項目へ移動します。 

 

 

12.6.7. アンテナプログラム（アンテナ選択→上側・下側周波数） 

例） アンテナ１：２５ＭＨｚ～１００ＭＨｚ  

アンテナ２：２００ＭＨｚ～３００ＭＨｚ  

の場合の設定方法は次のようになります。 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＤＯＷＮ］を６回押します。 

2. 「ＡＮＴ ＰＲＯＧＲＡＭ」で［ＥＮＴ］を押して設定画面に移ります。 

3. メインダイヤルでアンテナ端子が「１」となるよう回します。 

4. サブダイヤルでプログラムＮｏ．０を選びます。 

○何も設定されていなければ周波数に「――――．――――」と表示されます。 

○［ＰＡＳＳ］を押すとそのプログラム番号は削除され、番号が詰められます。 

○編集する場合は元の設定を［ＰＡＳＳ］で消去した後プログラムしてください。 

5. ［１］，［０］，［０］，［ＭＨｚ］と押し上側周波数を入力します。 

6. ［２］，［５］，［ＭＨｚ］と押し下側周波数を入力します。 

○［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］でフォーカスを上側、下側周波数に移動できます。 

7. メインダイヤルでアンテナ端子を「２」となるよう回します。 

8. サブダイヤルでプログラムＮｏ．０を選びます。 

9. ［３］，［０］，［０］，［ＭＨｚ］と入力し、上側周波数を入力します。 

10. 他に変更項目がない場合は［ＣＬＲ］を押し終了します。 

○続けて設定する場合は３から繰り返します。 

○２５ＭＨｚ未満はアンテナ２のみ選択できます。３１５０ＭＨｚを超える周波数はアンテナ１のみ選択できます。 

○アンテナ３，４はアンテナ１の端子になります。 

○オプションのアンテナ切替器をつけた場合には３１５０ＭＨｚ以下の周波数でアンテナ３，４端子も有効です。 

 

 

 
 

（ａ）アンテナ１ 

メインダイヤルで選択します。 

サブダイヤルで選択します。 



 

76 

 

 
（ｂ）アンテナ２ 

図 83 アンテナプログラム 

 

 

 

12.6.8. ＳＤカード情報 

○次の操作はＳＤカードを挿入して、画面上部に    と表示されてから行ってください。  

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＵＰ］を７回押します。 

2. 「ＳＤ ＩＮＦＯ」で［ＥＮＴ］を押すとＳＤカードが入っていればその空き容量、録音できる時間、全容量が表示さ

れます。 

○ＳＤカードを入れてすぐは初回読み込みのためエラーとなる可能性があります。  

○５秒経つか［ＥＮＴ］を押すと表示は消えます。 

 

 

 
図 84 ＳＤカード情報 

 

 

 

12.6.9. メモリセット書き込み 

メモリチャンネルやサーチバンクなどの本体で記憶している内容をＳＤカードに保存します。メモリセット読み込み機能

で読み出すことができます。 

○次の操作はＳＤカードを挿入して、画面上部に    と表示されてから行ってください。 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＵＰ］を６回押します。 

2. 「ＷＲＩＴＥ ＴＯ ＳＤ」で［ＥＮＴ］を押すとファイル名設定画面に移動します。 

3. ［数字］キーでファイル名（拡張子は不要）を入力します。 

○テキスト入力時の［数字］キーの割り当ては次のようになります。サブダイヤルで次（前）の文字（Ａ→Ｂ→Ｃ→

Ｄ．．．）になります。 

［１］： ‘ ’（スペース） ［２］： ‘１’ 

［３］： ‘Ａ’  ［４］： ‘Ｍ’ 

［５］： ‘Ｚ’  ［６］： ‘９’ 

［０］： ‘－’  

○カーソルは［ＤＯＷＮ］で左、［ＵＰ］で右に移動します。 

○［ＰＡＳＳ］でカーソル位置の文字を削除します。［ . ］でスペースを挿入します。 

○同じファイル名のファイルがすでにある場合は上書きされますのでご注意ください。 

4. 、［ＥＮＴ］を押し、保存します。 

○「ＮＯＷ ＷＲＩＴＩＮＧ．．．」とメッセージが表示されます。 

○保存が終わると元の周波数表示画面に戻ります。 
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（ａ）書き込み１ 

 
（ｂ）ファイル名設定 

 

 
（ｃ）書き込み・終了 

図 85 書き込み 

 

 

12.6.10. メモリセット読み込み 

ＳＤカードに保存されているメモリデータを読み込みます。 

○ＳＤカードを挿入してから次の操作を行ってください。 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＵＰ］を５回押します。 

2. 「ＲＥＡＤ ＦＯＲＭ ＳＤ」で［ＥＮＴ］を押すとファイル選択画面に移動します。 

3. 読み出すファイルを［ＵＰ］，［ＤＯＷＮ］で選択し、［ＥＮＴ］を押します。 

○サブダイヤルでページ移動します。 

○読み込み中は「ＮＯＷ ＲＥＡＤＩＮＧ．．．」とメッセージが表示されます。 

○［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］）で削除できます。 

4. 読み込みが終わると元の周波数表示画面に戻ります。 

 
（ａ）読み込み 

 
（ｂ）ファイル選択 

図 86 読み込み 
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○ファイル選択画面では、録音ファイルの操作と同様に目的のファイルを選択後、次の操作が可能です。 

○ファイル削除  ［ＤＥＬＥＴＥ］（［ＦＵＮＣ］＋［ . ］）を押します 

○ファイル名変更 ［ＭＨｚ］を長押しします。（ファイル名入力画面での操作は同じです。） 

（詳しくは、「ＳＤカード（録音・再生）」をご参照ください。） 

 

 

12.6.11. ＳＤフォーマット 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＵＰ］を４回押します。 

2. 「ＳＤ ＦＯＲＭＡＴ」で［ＥＮＴ］を押すとフォーマットされます。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

 
図 87 ＳＤフォーマット 

 

 

12.6.12. バージョン表示 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＵＰ］を３回押します。 

2. 「ＶＥＲＳＩＯＮ」で［ＥＮＴ］を押すとバージョン情報が表示されます。 

3. ５秒経過するか、何か操作するとメッセージは消えます。 

 
※バージョンは実際のものとは異なります。 

図 88 バージョン 

 

 

12.6.13. 工場出荷時リセット 

この操作はすべてのメモリ内容を工場出荷状態に戻します。 

注意：すべてのメモリ内容は消去されます。 

 

コンフィグメニューからリセットを行う方法は次のとおりです。 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＵＰ］を２回押します。 

2. 「ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ」で［ＥＮＴ］を押すと確認メッセージが表示されます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと一旦電源が切れ、工場出荷状態で再起動します。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

 

 
図 89 工場出荷時リセット 
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電源投入時にリセットを行う方法は次のとおりです。 

1. リアにある主電源を切ります。 

2. 下の図のように[５]と[７]キーを同時に押しながらリアの主電源を入れます。 

3. Ｓメータのライトが点滅したらキーを放します。 

4. 一旦電源が切れ、工場出荷状態で再起動します。 

 

 
図 90 工場出荷時リセット（キー操作） 

 

 

 

12.6.14. メモリチャンネル数割り当て 

各バンクのチャンネル数はチャンネル総数の２０００チャンネルを超えない範囲で５～９５チャンネルの中で自由に決定

できます。工場出荷時は５０チャンネル×４０バンクに設定されています。 

1. ［ＣＯＮＦ］（［ＦＵＮＣ］＋［ｋＨｚ］）を押し、［ＵＰ］を１回押します。 

2. 「ＭＥＭＯＲＹ ＣＨＡＮＮＥＬ ＡＬＬＯＣＡＴＩＯＮ」で［ＥＮＴ］を押します。 

3. サブダイヤルを回し、変更したいバンクを選択します。 

4. メインダイヤルを回し、チャンネル数を変更します。 

5. ［ＥＮＴ］を押し、決定します。 

○［ＣＬＲ］でキャンセルします。 

○チャンネル数は５～９５チャンネルの間で変更でき、チャンネル総数は２０００チャンネルです。 

○未割り当てのチャンネル数は「ＦＲＥＥ：ＸＸＸ ＣＨＡＮＮＥＬ（Ｓ）」に表示されます。 

○続けて変更したい場合は３から繰り返します。 

 

 

 

 
 

図 91 チャンネル数割り当て 

 

変更後のチャンネル数 

未割り当てのチャンネル数 
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12.7. オプション画面 

オプション画面には次の設定項目があります。 

項目 内容 

ＮＯＩＳＥ ＳＱＬ ノイズスケルチのレベルを設定します。ＯＦＦ、１～２５５の範囲で設定できます。 

１以上の設定値は受信周波数に応じてＨＦ帯ノイズスケルチ（２５ＭＨｚ未満）とＵＶ

帯ノイズスケルチ（２５ＭＨｚ以上）に設定されます。 

ＬＳＱＬ ＨＹＳ レベルスケルチのヒステリシスの深さを設定します。０～９ｄＢまで設定できます。  

ＮＯＴＣＨ オートノッチは周期性ノイズを除去します。ＯＦＦ，ＬＯＷ，ＭＩＤ，ＨＩＧＨから選

択します。 

ＮＲ ノイズリダクションはランダム性のノイズを除去します。ＯＦＦ，ＬＯＷ，ＭＩＤ，Ｈ

ＩＧＨから選択します。 

ＮＢ ノイズブランカはパルス性のノイズを除去します。ＯＮ／ＯＦＦから選択します。 

ＳＣＲ 秘話反転機能の設定をします。復調モードがＮＦＭのみ動作します。２０００～７００

０Ｈｚの範囲で設定できます。 

ＩＦ－ＳＦＴ ＩＦシフトはＩＦ周波数をシフトします。復調モードがＦＭの場合は無効になります。

－１２００～＋１２００Ｈｚの範囲で設定できます。 

ＡＦＣ ＡＦＣ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｃｏｎｔｒｏｌ）機能をＯＮ／ＯＦ

Ｆします。 

ＣＴＣＳＳ ＣＴＣＳＳは特定のトーンを検出したときのみスケルチを開きます。この項目はＣＴＣ

ＳＳをＯＮ／ＯＦＦしたりトーンを設定できます。 

ＤＣＳ ＤＣＳは受信信号にＤＣＳコードを検出したときのみスケルチを開きます。この項目は

ＤＣＳをＯＮ／ＯＦＦしたりＤＣＳコードを設定できます。 

ＤＴＭＦ ＤＴＭＦは 0 から 9 までの数字と、*、#、A、B、C、D の符号を受信し復号して、表

示します。この項目はＤＴＭＦをＯＮ／ＯＦＦできます。 

ＰＲＥＳＥＬ プリセレクションフィルタは近傍の強い電波による混信をさけるために目的の周波数

を通過させるフィルタを自動的に選び挿入します。この項目はプリセレクションフィル

タを有効・無効にできます。 

ＶＩＤＥＯ ＯＵＴ ビデオ出力をＯＮ／ＯＦＦにします。ＯＮにしないと正常にビデオ出力されません。ま

た、ＯＮの時ＳＣＯＰＥ画面で波形がずれます。 

ＶＩＤＥＯ ＩＭＧ ビデオ信号の極性を正転／反転します。 

 

 
 

 
 

 
図 92 オプションメニュー 
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12.7.1. ノイズスケルチ 

ノイズスケルチは復調音のノイズの量で判断して音声を消す機能です。復調モードがＡＭ、および、ＦＭ（ＷＦＭ，ＮＦ

Ｍ，ＳＦＭ，ＦＭＳＴ）の場合に設定できます。 

周波数によってノイズフロア（信号のないときのノイズレベル）が大きく変動する状況で有効です。 

設定時の周波数に応じて、２５ＭＨｚ未満ではＨＦ帯ノイズスケルチ、２５ＭＨｚ以上ではＵＶ帯ノイズスケルチを自動

的に判断して設定します。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押します。「ＮＯＩＳＥ ＳＱＬ」が選択されています。 

2. 「ＮＯＩＳＥ ＳＱＬ」でサブダイヤルを回し設定します。 

○設定できるレベルは１～２５５です。 

○サブダイヤルを早く回すと加速機能（４倍）が働きます。 

○２５ＭＨｚ未満ではＨＦ帯ノイズスケルチ、２５ＭＨｚ以上ではＵＶ帯ノイズスケルチに設定されます。 

○［ＰＡＳＳ］でＯＦＦになります。周波数に関わらずＨＦ帯ノイズスケルチ、ＵＶ帯ノイズスケルチともＯＦＦにな

ります。 

 

 

12.7.2. スケルチのヒステリシス変更 

スケルチのヒステリシスの深さを設定します。 

例）スケルチが－１００ｄＢの時でヒステリシスが６ｄＢの時、 

受信レベルが－１００ｄＢ以上になるとスケルチが開きます。 

受信レベルが－１０６ｄＢ以下になるまでスケルチは閉じません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 93 ヒステリシス 

 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＬＳＱＬ ＨＹＳ」を選びます。 

2. 「ＬＳＱＬ ＨＹＳ」でサブダイヤルを回しレベルを設定します。 

○設定できるレベルは０～９ｄＢです。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

 

 

12.7.3. オートノッチ 

オートノッチは周期性ノイズを除去します。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＮＯＴＣＨ」を選びます。 

2. 「ＮＯＴＣＨ」でサブダイヤルを回し設定します。 

○ＯＦＦ，ＬＯＷ，ＭＩＤ，ＨＩＧＨから選択します。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

 

-１０６ｄＢ -１００ｄＢ 

開 

閉 

受信強度 
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12.7.4. ノイズリダクション 

ノイズリダクションはランダム性のノイズを除去します。  

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＮＲ」を選びます。  

2. 「ＮＲ」でサブダイヤルを回し設定します。 

○ＯＦＦ，ＬＯＷ，ＭＩＤ，ＨＩＧＨから選択します。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。  

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。  

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。  

 

 

 

12.7.5. ノイズブランカ 

ノイズブランカはパルス性のノイズを除去します。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＮＢ」を選びます。 

2. 「ＮＢ」でサブダイヤルを回しＯＮ／ＯＦＦを設定します。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

 

 

 

12.7.6. 秘話反転 

秘話反転機能を設定します。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＳＣＲ」を選びます。 

2. 「ＳＣＲ」でサブダイヤルを回し設定します。 

○２０００～７０００Ｈｚの範囲で１０Ｈｚ単位で設定できます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

○この機能は復調モードがＮＦＭのみ動作します。 

 

 

 

12.7.7. ＩＦシフト 

ＩＦシフトは受信周波数は変えずＩＦフィルタの通過帯域をシフトします。 

近接周波数に強い信号があった場合、ＩＦフィルタの通過帯域をシフトすることで混信から逃れることができます。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＩＦ－ＳＦＴ」を選びます。 

2. 「ＩＦ－ＳＦＴ」でサブダイヤルを回し設定します。 

○－１２００～＋１２００Ｈｚの範囲で５０Ｈｚの単位で設定できます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

○この機能は復調モードがＦＭ（ＷＦＭ，ＮＦＭ，ＳＦＭ，ＦＭＳＴ）の場合は無効になります。 
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12.7.8. ＡＦＣ 

ＡＦＣ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｃｏｎｔｒｏｌ）は気温の変化などで受信周波数が変化した時それに

追従して受信周波数を一定に保つ働きをします。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＡＦＣ」を選びます。 

2. 「ＡＦＣ」でサブダイヤルを回しＯＮ／ＯＦＦを設定します。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

○この機能は復調モードがＦＭでＩＦ帯域幅が３０ｋＨｚ以下の場合のみ有効となります。 

 

 

 

12.7.9. ＣＴＣＳＳ 

ＣＴＣＳＳは特定のトーンを検出したときのみスケルチを開きます。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＤＯＷＮ］を使って「ＣＴＣＳＳ」を選びます。 

2. 「ＣＴＣＳＳ」でサブダイヤルを回しＣＴＣＳＳ周波数またはＯＦＦを設定します。 

○［ＰＡＳＳ］でＯＦＦと前の値を切り替えることができます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

 

○選択できるＣＴＣＳＳ周波数は次のとおりです。 

６０．０ ６７．０ ６９．３ ７１．９ ７４．４ 

７７．０ ７９．７ ８２．５ ８５．４ ８８．５ 

９１．５ ９４．８ ９７．４ １００．０ １０３．５ 

１０７．２ １１０．９ １１４．８ １１８．８ １２０．０ 

１２３．０ １２７．３ １３１．８ １３６．５ １４１．３ 

１４６．２ １５１．４ １５６．７ １５９．８ １６２．２ 

１６５．５ １６７．９ １７１．３ １７３．８ １７７．３ 

１７９．９ １８３．５ １８６．２ １８９．９ １９２．８ 

１９６．６ １９９．５ ２０３．５ ２０６．５ ２１０．７ 

２１８．１ ２２５．７ ２２９．１ ２３３．６ ２４１．８ 

２５０．３ ２５４．１ ＡＬＬ   

○「ＡＬＬ」はＣＴＣＳＳ周波数のうちどれかを検出した場合スケルチが開きます。 

 
図 94 ＣＴＣＳＳ設定 
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12.7.10. ＤＣＳ 

ＤＣＳは受信信号にＤＣＳコードを検出したときのみスケルチを開きます。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］を使って「ＤＣＳ」を選びます。 

2. 「ＤＣＳ」でサブダイヤルを回しＤＣＳコードまたはＯＦＦを設定します。 

○［ＰＡＳＳ］でＯＦＦと前の値を切り替えることができます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○［ＵＰ］を押すと前の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

○選択できるＤＣＳコードは次のとおりです。 

０１７ ０２３ ０２５ ０２６ ０３１ ０３２ ０３６ ０４３ ０４７ ０５０ 

０５１ ０５３ ０５４ ０６５ ０７１ ０７２ ０７３ ０７４ １１４ １１５ 

１１６ １２２ １２５ １３１ １３２ １３４ １４３ １４５ １５２ １５５ 

１５６ １６２ １６５ １７２ １７４ ２０５ ２１２ ２２３ ２２５ ２２６ 

２４３ ２４４ ２４５ ２４６ ２５１ ２５２ ２５５ ２６１ ２６３ ２６５ 

２６６ ２７１ ２７４ ３０６ ３１１ ３１５ ３２５ ３３１ ３３２ ３４３ 

３４６ ３５１ ３５６ ３６４ ３６５ ３７１ ４１１ ４１２ ４１３ ４２３ 

４３１ ４３２ ４４５ ４４６ ４５２ ４５４ ４５５ ４６２ ４６４ ４６５ 

４６６ ５０３ ５０６ ５１６ ５２３ ５２６ ５３２ ５４６ ５６５ ６０６ 

６１２ ６２４ ６２７ ６３１ ６３２ ６５４ ６６２ ６６４ ７０３ ７１２ 

７２３ ７３１ ７３２ ７３４ ７４３ ７５４ ＡＬＬ    

○「ＡＬＬ」はＤＣＳコードのうちどれかを検出した場合スケルチが開きます。 

 

 
図 95 ＤＣＳ設定 

 

12.7.11. ＤＴＭＦ 

この機能を有効にするとＤＴＭＦ（Ｄｕａｌ Ｔｏｎｅ Ｍｕｌｔｉ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を受信するとＬＣＤに表示

します。 

表示する文字は数字の０～９、ＡＢＣＤ、＃、＊の１６文字です。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］を使って「ＤＴＭＦ」を選びます。 

2. 「ＤＴＭＦ」でサブダイヤルを回しＯＮ／ＯＦＦを設定します。 

○［ＰＡＳＳ］でＯＦＦになります。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○［ＵＰ］を押すと前の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

○選択できる周波数と文字の関係は次の表のようになります。 

  高域周波数（Ｈｚ） 

１２０９ １３３６ １４４７ １６３３ 

低域周波数 

（Ｈｚ） 

６９７ １ ２ ３ Ａ 

７７０ ４ ５ ６ Ｂ 

８５２ ７ ８ ９ Ｃ 

９４１ ＊ ０ ＃ Ｄ 
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12.7.12. プリセレクションフィルタ 

プリセレクションフィルタは近傍の強い電波による混信をさけるために目的の周波数を通過させるフィルタを自動的に選

び挿入します。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］を使って「ＰＲＥＳＥＬ」を選びます。 

2. 「ＰＲＥＳＥＬ」でサブダイヤルを回しＯＮ／ＯＦＦを設定します。 

○ＯＮの時、ＳＣＯＰＥ画面では受信周波数が含まれるバンドのみが見えます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○［ＵＰ］を押すと前の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

○２５ＭＨｚ未満の場合のみ有効です。 

○工場出荷状態では、本機能はＯＮです。 

○挿入されるフィルタは次のようになります。 

バンド 通過域 

１ ９ｋＨｚ － ５００ｋＨｚ 

２ ５００ｋＨｚ － １．６ＭＨｚ 

３ １．６ＭＨｚ －    ３ＭＨｚ 

４ ３ＭＨｚ －    ５ＭＨｚ 

５ ５ＭＨｚ －  １０ＭＨｚ 

６ １０ＭＨｚ －  １５ＭＨｚ 

７ １５ＭＨｚ －  ２０ＭＨｚ 

８ ２０ＭＨｚ －  ２５ＭＨｚ 

 

 

12.7.13. ビデオ ＯＮ／ＯＦＦ 

ビデオ出力をＯＮ／ＯＦＦします。 

ＯＮにしないと正常にビデオ出力されません。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］を使って「ＶＩＤＥＯ」を選びます。 

2. 「ＶＩＤＥＯ」でサブダイヤルを回しＯＮ／ＯＦＦを設定します。 

○ＯＮの時、ＳＣＯＰＥ画面では波形がずれます。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○［ＵＰ］を押すと前の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 

 

 

12.7.14. ビデオ ＩＦ方向設定 

ＦＭ変調方式の場合、まれにＩＦ方向を逆にした映像信号になることがあります。 

ＩＦ方向を正転／反転することができます。 

1. ［ＯＰＴＩＯＮ］（［ＦＵＮＣ］＋［０］）を押し、［ＵＰ］、［ＤＯＷＮ］を使って「ＶＩＤＥＯ ＩＭＧ」を選び

ます。 

2. 「ＶＩＤＥＯ ＩＭＧ」でサブダイヤルを回しＮＯＲＭＡＬ／ＲＥＶＥＲＳＥを設定します。 

3. ［ＥＮＴ］を押すと登録します。 

○［ＤＯＷＮ］を押すと次の項目に移ります。 

○［ＵＰ］を押すと前の項目に移ります。 

○キャンセルする場合は［ＣＬＲ］を押します。 
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13. オプション ユニット 

 

13.1. ＩＱボード ＩＱ５００１（オプション） 

オプションのＩＱボードを装着することにより、本体の背面にあるＩ／Ｑ ＯＵＴ端子からはＵＳＢ２．０アイソクロナス

モードでデジタルＩ／Ｑ信号を出力できます。ただし、このためには専用のドライバソフトウェアが必要です。 

Ｉ／Ｑインターフェースに関する詳細な説明やコマンドに関してはＩ／Ｑオプションに付属の説明書をご覧下さい。 

 
装着箇所 

 
 

図 96 ＩＱボード ＩＱ５００１ 

 

13.2. ＧＰＳ受信機 ＧＰ５００１（オプション） 

オプションのＧＰＳ受信機を接続することにより、内部の基準１０ＭＨｚをＧＰＳの正確な周波数に合わせることが可能

です。０．０１ｐｐｍの精度を得ることができます。詳細はＧＰＳオプションに付属の説明書をご覧下さい。 

 

 
図 97 ＧＰＳ受信機 ＧＰ５００１ 

 

オプション ユニットの外観は 

予告なく変更する場合があります。 

オプション ユニットの外観は 

予告なく変更する場合があります。 
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13.3. ＡＰＣＯボード ＡＰ５００１（メーカー・オプション） 

オプションのＡＰＣＯボードを装着することにより、ＡＰＣＯ－Ｐ２５規格のデジタル音声を復調することが可能です。

ＡＰＣＯボードはメーカー・オプションとなります。 

 

 
装着箇所 

 
図 98 ＡＰＣＯボード ＡＰ５００１ 

 

 

ＡＰＣＯ Ｐ－２５は 北米を中心に警察、消防を始めとする政府機関において１９９０年代より一般化したデジタル通信

方式です。  

国際社会のナローバンド傾向、音声とデータ通信の効率的な運用方式としてＡＰＣＯ - Association of Public-Safety 

Communications Officials-International （１９３５年アメリカで設立された公共通信に従事する公務員の国際団体）が

中心となって定められてデジタル通信規格です。  

 

ＡＰ５００１はＰ－２５デジタル音声方式（日本国内では米軍関連の通信に使用）の通信を自動的にデコードし、スピー

カーから一般の音声通信として出力します。 

 

受信した電波がＰ－２５方式のデジタル信号の場合、ＬＣＤパネル上にＰ２５と表示され、スピーカーから通信が聞こえ

ます。 

 

 
 

特別な設定、同調操作は必要有りませんが、デジタル通信の性質上、目的の電波信号が弱い場合、あるいはフェージング

を受けている場合、ビットエラーが発生し“キョロキョロ”、“ギャー”等 ロボット音声状態になりますが、装置の故障で

は有りません。 回路の品位（電波信号の状態）が良くなりますと正常に再生されます。 

 

なおＡＰ５００１にて再生可能なデジタル信号は秘話が掛っていない信号に限ります。 一般的な電波形式はＣＦＭ４（４

値ＦＳＫ）並びに互換性の有るＣＱＰＳＫ変調方式で ６．２５ｋＨｚの占有帯域幅のＦＭ信号です。 ＡＰ５００１無し

でＡＰＣＯ方式のデジタル通信をＦＭモードで傍受しますと、Ｓメーターは振れますが、“ザー”と言うホワイトノイズが

聞こえるのみです。 

オプション ユニットの外観は 

予告なく変更する場合があります。 
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13.4. 遠隔受信用イーサネット・コントローラ ＡＲＬ２３００（オプション） 

ＡＲ６０００受信機をネットワークに接続し、遠隔地のＰＣより受信機の遠隔操作および音声受信を可能とする装置です。

１０ＭＨｚ幅までの周波数スペクトラム表示や、受信音声のＰＣハードディスクへの録音も可能です。 

詳細はＡＲＬ２３００に付属の説明書をご覧下さい。 

 

 
図９９ イーサネットコントローラ ＡＲＬ２３００およびクライアントソフトウェア 

 

13.5. アンテナ切替器 ＡＳ５００１（オプション） 

ＡＲ６０００受信機のアンテナ端子１へ接続することで、アンテナ端子を合計４つに増設可能です。 

周波数範囲３１５０ＭＨｚまで。 

受信機背面のＡＣＣ２端子を使用して受信機より制御できます。 

注：ＡＲ２３００には使用できません。 

 

 
図１００ アンテナ切替器 ＡＳ５００１ 
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14. ＡＲ６０００の仕様 

 

受信周波数 ９ｋＨｚ～６．０ＧＨｚ 

最小周波数ステップ ９ｋＨｚ～３．１５ＧＨｚ   １Ｈｚ 

３．１５ＧＨｚ～６．０ＧＨｚ ２Ｈｚ 

受信モード ＶＦＯ（Ａ～Ｅの５）、メモリチャンネル受信、メモリチャンネルスキャン、 

セレクトスキャン、サーチ、ＦＦＴサーチ、映像復調 

復調モード ＦＭ、ＦＭステレオ、ＡＭ、ＡＭ同期検波（ＳＡＭ）、ＵＳＢ、ＬＳＢ、ＣＷ、 

ＡＩＱ（ＡＦ－ＩＱ） 

ＩＦ帯域幅 ２００Ｈｚ、５００Ｈｚ、１ｋＨｚ、３ｋＨｚ、６ｋＨｚ、１５ｋＨｚ、３０ｋＨｚ、 

１００ｋＨｚ、２００ｋＨｚ（注：周波数、受信モードによる） 

受信方式 9kHz～25MHz ダイレクトコンバージョン 

25MHz～220MHz 1st IF 294.55MHz 2nd IF 45.05MHz 

220MHz～360MHz 1st IF 1.7045GHz 2nd IF 294.55MHz 3rd IF 45.05MHz 

360MHz～3.15GHz 1st IF 294.55MHz 2nd IF 45.05MHz 

3.15GHz～3.8GHz →50MHz～700MHz  ダウンコンバード 1st ローカル 3.1GHz 

3.8GHz～4.6GHz →100MHz～900MHz ダウンコンバード 1st ローカル 3.7GHz 

4.6GHz～6.0GHz →300MHz～1.7GHz  ダウンコンバード 1st ローカル 4.3GHz 

復調方式 デジタル信号処理による復調 

ＩＰ３ >+２０ｄＢｍ  １４．１ＭＨｚ （プリセレクタＯＦＦ） 

>+  ９ｄＢｍ  ５０ＭＨｚ   （プリアンプＯＦＦ） 

>+  ８ｄＢｍ  ６２０ＭＨｚ  （プリアンプＯＦＦ） 

>   ０ｄＢｍ  １２５０ＭＨｚ （プリアンプＯＦＦ） 

>+  ３ｄＢｍ  ２４５０ＭＨｚ （プリアンプＯＦＦ） 

ＩＦ出力 ・アナログ ４５．０５ＭＨｚ±７．５ＭＨｚ 

・デジタルＩ／Ｑ（オプション）ＵＳＢ２．０アイソクロナス  １ＭＨｚ 

・１２ｋＨｚオフセットＩ／Ｑ出力 （復調モードＡＩＱ時に、リアパネルのＬＩＮＥＯＵＴ

ジャックから） 

周波数安定度 ０．１ｐｐｍ  全ての周波数は基準１０ＭＨｚにロック（コヒーレント） 

オプションでＧＰＳを付けた場合は０．０１ｐｐｍ 

１ｓｔローカル すべてＤＤＳによる発生 

スプリアスレスポンス >７０ｄＢ  ４０ｋＨｚ～１３０ＭＨｚ （プリアンプＯＦＦ） 

>５０ｄＢ  １３０MＨｚ～２GＨｚ （プリアンプＯＦＦ） 

>４０ｄＢ  ２GＨｚ～３．１５GＨｚ （プリアンプＯＦＦ） 

ＮＦ ２５MＨｚ～１ＧＨｚ ７ｄB 以下 （プリアンプＯN） 

１ＧＨｚ～２．７５ＧＨｚ １０ｄB 以下（プリアンプＯN） 

２．７５ＧＨｚ～４．６ＧＨｚ １２ｄB 以下（プリアンプＯN） 

４．６ＧＨｚ～５．８ＧＨｚ １４ｄB 以下（プリアンプＯN） 

５．８ＧＨｚ～６ＧＨｚ １８ｄB 以下（プリアンプＯN） 
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受信感度 

周波数 ＳＳＢ ＡＭ ＦＭ 

 10dB S/N 

3kHz IF 

10dB S/N 

6kHz IF  

12dB SINAD 

15kHz IF 

４０ＫＨｚ ～ ５０ｋＨｚ ６．０μＶ １５．０μＶ  

５０ＫＨｚ ～ ６０ｋＨｚ ４．０μＶ １０．０μＶ 

６０ＫＨｚ ～ ７０ｋＨｚ ３．０μＶ ７．０μＶ 

８０ｋＨｚ ～ １００ｋＨｚ １．５μＶ ４．０μＶ 

１００ｋＨｚ ～ ２５ＭＨｚ ０．７μＶ ２．０μＶ 

２５ＭＨｚ ～ ２．７５ＧＨｚ   ０．４μＶ 

２．７５ＧＨｚ ～ ３．１５ＧＨｚ ０．６μＶ 

３．１５ＧＨｚ ～ ４．６ＧＨｚ ０．５μＶ 

４．６ＧＨｚ  ～ ５．８ＧＨｚ ０．７μＶ 

５．８ＧＨｚ  ～ ６．０ＧＨｚ １．５μＶ 

 

 

デコードモード ＣＴＣＳＳ、ＤＣＳ、ＤＴＭＦ、ＡＰＣＯ Ｐ－２５（オプション） 

ただし、いずれも２５ＭＨｚ以上に限定する。 

復調支援機能 オートノッチ（ＮＯＴＣＨ）、デノイザ（ＮＲ）、ノイズブランカ（ＮＢ）、 

秘話反転（ＳＣＲ）（米国の民生用用途向けバージョンには搭載していません）、

ＩＦシフト（ＩＦ－ＳＦＴ）、ＣＷピッチ（ＣＷ ＰＩＴＣＨ）、ＡＧＣ、 

ＡＦＣ、ＲＦ－ＡＭＰ＆ＡＴＴ、ステップアジャスト、プライオリティ受信、 

パス周波数、アンテナ切り替え 

ＦＦＴ機能 ＦＦＴサーチ 

メモリチャンネルバンク数 ４０（１バンクあたり５～９５チャンネル） 

メモリチャンネル総数 ２０００ 

サーチバンク数 ４０ 

プライオリティチャンネル数 １ 

セレクトメモリ １００（バンクの区別ありません） 

パス周波数 周波数範囲として各サーチバンクごとおよびＶＦＯに３０組 合計１２３０  

単独の周波数も、１組の周波数範囲として設定可能。 

２波同時受信 以下の２つのタイプの２波同時受信が可能。 

・２バンド方式 

→２５ＭＨｚ未満と、２５ＭＨｚ以上の、２つの周波数。ただしＶＦＯ限定。 

・オフセット方式 

→２５ＭＨｚ以上（ＷＦＭを除く）で、メイン周波数と±５ＭＨｚの範囲内で設

定する２つの周波数。 

 スコープモード・バンドフィックス時は１０ＭＨｚの範囲内で設定する２つの

周波数。 

３波同時受信 ２つのタイプの２波同時受信を組み合わせると、３波の同時受信も可能。 

 

 

スペクトラム表示 

周波数スパン ４００ｋＨｚ～１０ＭＨｚ（１００ｋＨｚ単位） 

周波数軸データ数 １６０ドット分 

表示周波数範囲 中心周波数４０ｋＨｚ～３．１５ＧＨｚ。ただし２バンド方式２波受信および

３波受信の場合は、スペクトラム表示はできない。 
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オーディオ １．５Ｗ ８Ω 

録音  

 録音機能 受信音声の録音および再生 

 ＳＤカード ２５６MB 以上のＳＤカードまたはＳＤＨＣカード。ＦＡＴ３２またはＦＡＴ６４

フォーマット 

 ファイル形式 Ｗｉｎｄｏｗｓ互換ＷＡＶファイル形式。ＲＩＦＦ(リトルエンディアン)データ、

ＷＡＶＥ音声、マイクロソフトＰＣＭ、１６ビットモノラル１７．５７８ｋＨｚ 

 録音時間 約８時間／１ＧＢ ＳＤカード容量あたり。スケルチスキップ設定によりスケルチ

が開いている間のみ録音が可能。 

 

動作保証温度範囲 ０～５０℃ 

電源電圧 ＤＣ １０．７Ｖ～１６Ｖ ２０００ｍＡ（１２Ｖにて） 

外形寸法 ２２０（Ｗ）×９７（Ｈ）×３０４（Ｄ）ｍｍ突起含まず 

重量 約５ｋｇ 
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